
(57)【要約】

【課題】多様な近接通信を可能とする。

【解決手段】NFC通信装置１乃至３は、２つの通信モー

ドによる通信が可能であることと、複数の伝送レートに

よるデータ伝送が可能であることとの２つの特徴を有し

ている。２つの通信モードとしては、パッシブモードと

アクティブモードとがある。NFC通信装置１と２の間の

通信に注目すると、パッシブモードでは、従来のICカー

ドシステムと同様に、NFC通信装置１と２のうちの、例

えばNFC通信装置１は、自身が発生する電磁波を変調す

ることにより、NFC通信装置２にデータを送信し、NFC通

信装置２は、NFC通信装置１が発生する電磁波を負荷変

調することにより、NFC通信装置１にデータを送信する

。一方、アクティブモードでは、NFC通信装置１と２の

いずれも、自身が発生する電磁波を変調することにより

、データを送信する。本発明は、例えばICカードシステ

ムなどに適用できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 単 一 の 周 波 数 の 搬 送 波 を 使 用 し て 、 他 の 通 信 装 置 と 近 接 無 線 通 信 を 行 う 通 信 装 置 に お い
て 、
　 他 の 装 置 か ら の 電 磁 波 に よ る Ｒ Ｆ （ Radio Frequency） フ ィ ー ル ド を 検 出 す る 検 出 部 と
、
　 電 磁 波 を 発 生 す る こ と に よ り 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 形 成 す る 電 磁 波 出 力 部 と 、
　 前 記 他 の 通 信 装 置 に 送 信 す べ き デ ー タ に 従 っ て 、 電 磁 波 を 変 調 す る こ と に よ り 、 前 記 デ
ー タ を 、 複 数 の 伝 送 レ ー ト の う ち の 所 定 の 伝 送 レ ー ト で 送 信 す る 送 信 部 と 、
　 前 記 他 の 通 信 装 置 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ を 受 信 す る 受 信 部 と
　 を 備 え 、
　 前 記 受 信 部 で 受 信 し た デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ と が で き る と 判
定 し た 場 合 、 前 記 伝 送 レ ー ト を 変 更 し 、 前 記 他 の 通 信 装 置 と デ ー タ 交 換 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 通 信 装 置 に 関 し 、 特 に 、 例 え ば 、 ニ ー ズ 等 に 応 じ た 多 様 な 近 接 通 信 を 行 う こ
と 等 が で き る よ う に す る 通 信 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 接 通 信 を 行 う シ ス テ ム と し て は 、 例 え ば 、 Ｉ Ｃ (Integrated Circuit)シ ス テ ム が 広 く
知 ら れ て い る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム に お い て は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ が 電 磁 波 を 発 生 す る こ と
に よ り 、 い わ ゆ る Ｒ Ｆ (Radio Frequency)フ ィ ー ル ド （ 磁 界 ） を 形 成 す る 。 そ し て 、 リ ー
ダ ／ ラ イ タ に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド が 近 づ く と 、 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 電 磁 誘 導 に よ っ て 、 電 源 の 供 給 を
受 け る と と も に 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ と の 間 で デ ー タ 伝 送 を 行 う （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ３ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 現 在 実 施 さ れ て い る Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム の 仕 様 と し て は 、 例 え ば 、 タ イ プ Ａ
、 タ イ プ Ｂ 、 タ イ プ Ｃ と 呼 ば れ て い る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 タ イ プ Ａ は 、 フ ィ リ ッ プ ス 社 の MIFARE方 式 と し て 採 用 さ れ て い る も の で 、 リ ー ダ ／ ラ イ
タ か ら Ｉ Ｃ カ ー ド へ の デ ー タ 伝 送 に は 、 Millerに よ る デ ー タ の エ ン コ ー ド が 行 わ れ 、 Ｉ Ｃ
カ ー ド か ら リ ー ダ ／ ラ イ タ へ の デ ー タ 伝 送 に は 、 Manchesterに よ る デ ー タ の エ ン コ ー ド が
行 わ れ る 。 ま た 、 タ イ プ Ａ で は 、 デ ー タ の 伝 送 レ ー ト と し て 、 106kbps(kilo bit per sec
ond)が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 タ イ プ Ｂ で は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ か ら Ｉ Ｃ カ ー ド へ の デ ー タ 伝 送 に は 、 NRZに よ る デ ー タ
の エ ン コ ー ド が 行 わ れ 、 Ｉ Ｃ カ ー ド か ら リ ー ダ ／ ラ イ タ へ の デ ー タ 伝 送 に は 、 NRZ-Lよ る
デ ー タ の エ ン コ ー ド が 行 わ れ る 。 ま た 、 タ イ プ Ｂ で は 、 デ ー タ の 伝 送 レ ー ト と し て 、 106k
bpsが 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 タ イ プ Ｃ は 、 本 件 出 願 人 で あ る ソ ニ ー 株 式 会 社 の FeliCa方 式 と し て 採 用 さ れ て い る も の
で 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ と Ｉ Ｃ カ ー ド と の 間 の デ ー タ 伝 送 に は 、 Manchesterに よ る デ ー タ の エ
ン コ ー ド が 行 わ れ る 。 ま た 、 タ イ プ Ｃ で は 、 デ ー タ の 伝 送 レ ー ト と し て 、 212kbpsが 採 用
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 例 え ば 、 伝 送 レ ー ト に 注 目 し て み る と 、 タ イ プ Ａ （ 若 し く は タ イ プ Ｂ ） と Ｃ と
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で は 、 伝 送 レ ー ト が 異 な る た め 、 タ イ プ Ａ ま た は Ｃ が 採 用 さ れ て い る サ ー ビ ス に 、 他 方 の
タ イ プ の Ｉ Ｃ カ ー ド を 新 た に 導 入 す る こ と は 、 ユ ー ザ が 混 乱 等 す る こ と か ら 、 困 難 で あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 今 後 、 よ り 高 速 な デ ー タ レ ー ト と し て の 、 例 え ば 、 424kbpsや 848kbpsな ど で の デ
ー タ 伝 送 が 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム が 登 場 す る こ と が 予 想 さ れ る が 、 そ の 場 合 、 既 存 の
Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム と の 共 存 （ コ ン パ チ ビ リ テ ィ ） を 図 る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 従 来 に お い て は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ は 、 自 身 が 発 生 す る 電 磁 波 （ に 対 応 す る 搬 送
波 ） を 変 調 す る こ と に よ り 、 Ｉ Ｃ カ ー ド に デ ー タ を 送 信 し 、 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 リ ー ダ ／ ラ イ
タ が 発 生 す る 電 磁 波 （ に 対 応 す る 搬 送 波 ） を 負 荷 変 調 す る こ と に よ り 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ に
デ ー タ を 送 信 す る た め 、 仮 に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ど う し で 、 デ ー タ の や り と り を 行 う 場 合 で あ っ
て も 、 必 ず 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ を 介 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 今 後 は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 自 身 が 電 磁 波 を 発 生 し 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ど う し で 、 デ ー
タ の や り と り を 直 接 行 う こ と の 要 請 も 高 ま っ て く る と 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 多 様 な 近 接 通 信 を 行 う こ と が
で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 通 信 装 置 は 、 他 の 装 置 か ら の 電 磁 波 に よ る Ｒ Ｆ （ Radio Frequency） フ ィ ー ル
ド を 検 出 す る 検 出 部 と 、 電 磁 波 を 発 生 す る こ と に よ り 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 形 成 す る 電 磁 波
出 力 部 と 、 他 の 通 信 装 置 に 送 信 す べ き デ ー タ に 従 っ て 、 電 磁 波 を 変 調 す る こ と に よ り 、 デ
ー タ を 、 複 数 の 伝 送 レ ー ト の う ち の 所 定 の 伝 送 レ ー ト で 送 信 す る 送 信 部 と 、 他 の 通 信 装 置
か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ を 受 信 す る 受 信 部 と を 備 え 、 受 信 部 で 受 信 し た デ ー タ に 基 づ い
て 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ と が で き る と 判 定 し た 場 合 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 し 、 他 の 通 信
装 置 と デ ー タ 交 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 通 信 装 置 に お い て は 、 検 出 部 が 、 他 の 装 置 か ら の 電 磁 波 に よ る Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド
を 検 出 し 、 電 磁 波 出 力 部 が 、 電 磁 波 を 発 生 す る こ と に よ り 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 形 成 す る 。
ま た 、 送 信 部 が 、 他 の 通 信 装 置 に 送 信 す べ き デ ー タ に 従 っ て 、 電 磁 波 を 変 調 す る こ と に よ
り 、 デ ー タ を 、 複 数 の 伝 送 レ ー ト の う ち の 所 定 の 伝 送 レ ー ト で 送 信 す る と と も に 、 受 信 部
が 、 他 の 通 信 装 置 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ を 受 信 す る 。 そ し て 、 通 信 装 置 は 、 受 信 部 で
受 信 し た デ ー タ に 基 づ い て 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ と が で き る と 判 定 し た 場 合 、 伝 送 レ
ー ト を 変 更 し 、 他 の 通 信 装 置 と デ ー タ 交 換 を 行 う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 多 様 な 近 接 通 信 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 通 信 シ ス テ ム （ シ ス テ ム と は 、 複 数 の 装 置 が 論 理 的 に 結 合 し
た 物 を い い 、 各 構 成 の 装 置 が 同 一 筐 体 中 に あ る か 否 か は 問 わ な い ） の 一 実 施 の 形 態 の 構 成
例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に お い て は 、 通 信 シ ス テ ム は 、 ３ つ の NFC通 信 装 置 １ ， ２ ， ３ か ら 構 成 さ れ て い る
。 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ そ れ ぞ れ は 、 他 の NFC通 信 装 置 と の 間 で 、 単 一 の 周 波 数 の 搬 送 波 を
使 用 し た 、 電 磁 誘 導 に よ る 近 接 通 信 （ NFC(Near Field Communication)） を 行 う こ と が で
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き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ が 使 用 す る 搬 送 波 の 周 波 数 と し て は 、 例 え ば 、 ISM(Indus
trial Scientific Medical)バ ン ド の 13.56MHzな ど を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 近 接 通 信 と は 、 通 信 す る 装 置 ど う し の 距 離 が 、 数 10cm以 内 と な っ て 可 能 と な る 通
信 を 意 味 し 、 通 信 す る 装 置 ど う し （ の 筐 体 ） が 接 触 し て 行 う 通 信 も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 図 １ の 通 信 シ ス テ ム は 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ の う ち の １ 以 上 を リ ー ダ ／ ラ イ タ
と す る と と も に 、 他 の １ 以 上 を Ｉ Ｃ カ ー ド と す る Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム と し て 採 用 す る こ と
が で き る こ と は 勿 論 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ そ れ ぞ れ を 、 PDA(Personal Digital Assistan
t)、 PC（ Personal Computer） 、 携 帯 電 話 、 腕 時 計 、 ペ ン 等 の 通 信 シ ス テ ム と し て 採 用 す
る こ と も 可 能 で あ る 。 即 ち 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ は 、 近 接 通 信 を 行 う 装 置 で あ り 、 Ｉ Ｃ
カ ー ド シ ス テ ム の Ｉ Ｃ カ ー ド や リ ー ダ ／ ラ イ タ な ど に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ は 、 第 １ に 、 ２ つ の 通 信 モ ー ド に よ る 通 信 が 可 能 で あ る こ と と 、
第 ２ に 、 複 数 の 伝 送 レ ー ト に よ る デ ー タ 伝 送 が 可 能 で あ る こ と と の ２ つ の 特 徴 を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ つ の 通 信 モ ー ド と し て は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド と ア ク テ ィ ブ モ ー ド と が あ る 。 い ま 、 NFC
通 信 装 置 １ 乃 至 ３ の う ち の 、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 １ と ２ の 間 の 通 信 に 注 目 す る と 、 パ ッ
シ ブ モ ー ド で は 、 上 述 し た 従 来 の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム と 同 様 に 、 NFC通 信 装 置 １ と ２ の う
ち の 一 方 の NFC通 信 装 置 で あ る 、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 １ は 、 自 身 が 発 生 す る 電 磁 波 （ に 対
応 す る 搬 送 波 ） を 変 調 す る こ と に よ り 、 他 方 の NFC通 信 装 置 で あ る NFC通 信 装 置 ２ に デ ー タ
を 送 信 し 、 NFC通 信 装 置 ２ は 、 NFC通 信 装 置 １ が 発 生 す る 電 磁 波 （ に 対 応 す る 搬 送 波 ） を 負
荷 変 調 す る こ と に よ り 、 NFC通 信 装 置 １ に デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド で は 、 NFC通 信 装 置 １ と ２ の い ず れ も 、 自 身 が 発 生 す る 電 磁 波
（ に 対 応 す る 搬 送 波 ） を 変 調 す る こ と に よ り 、 デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 電 磁 誘 導 に よ る 近 接 通 信 を 行 う 場 合 、 最 初 に 電 磁 波 を 出 力 し て 通 信 を 開 始 し 、
い わ ば 通 信 の 主 導 権 を 握 る 装 置 を 、 イ ニ シ エ ー タ と 呼 ぶ 。 イ ニ シ エ ー タ は 、 通 信 相 手 に コ
マ ン ド を 送 信 し 、 そ の 通 信 相 手 は 、 そ の コ マ ン ド に 対 す る レ ス ポ ン ス を 返 す 形 で 、 近 接 通
信 が 行 わ れ る が 、 イ ニ シ エ ー タ か ら の コ マ ン ド に 対 す る レ ス ポ ン ス を 返 す 通 信 相 手 を 、 タ
ー ゲ ッ ト と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 い ま 、 NFC通 信 装 置 １ が 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し て 、 NFC通 信 装 置 ２ と の 通 信 を 開
始 し た と す る と 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 NFC通 信 装 置 １ が イ ニ シ エ ー タ と な り 、 N
FC通 信 装 置 ２ が タ ー ゲ ッ ト と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 イ ニ シ エ ー タ で あ る NFC通 信 装 置 １
が 電 磁 波 を 出 力 し 続 け 、 NFC通 信 装 置 １ は 、 自 身 が 出 力 し て い る 電 磁 波 を 変 調 す る こ と に
よ り 、 タ ー ゲ ッ ト で あ る NFC通 信 装 置 ２ に 、 デ ー タ を 送 信 す る と と も に 、 NFC通 信 装 置 ２ は
、 イ ニ シ エ ー タ で あ る NFC通 信 装 置 １ が 出 力 し て い る 電 磁 波 を 負 荷 変 調 す る こ と に よ り 、 N
FC通 信 装 置 １ に 、 デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 イ ニ シ エ ー タ で あ る NFC通 信 装 置 １
は 、 自 身 が デ ー タ を 送 信 す る 場 合 に 、 自 身 で 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 そ の 電 磁 波 を 変 調 す
る こ と に よ り 、 タ ー ゲ ッ ト で あ る NFC通 信 装 置 ２ に 、 デ ー タ を 送 信 す る 。 そ し て 、 NFC通 信
装 置 １ は 、 デ ー タ の 送 信 終 了 後 は 、 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 す る 。 タ ー ゲ ッ ト で あ る NFC通 信
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装 置 ２ も 、 自 身 が デ ー タ を 送 信 す る 場 合 に 、 自 身 で 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 そ の 電 磁 波 を
変 調 す る こ と に よ り 、 イ ニ シ エ ー タ で あ る NFC通 信 装 置 １ に 、 デ ー タ を 送 信 す る 。 そ し て
、 NFC通 信 装 置 ２ は 、 デ ー タ の 送 信 終 了 後 は 、 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ が 、 複 数 の 伝 送 レ ー ト に よ る デ ー タ 伝 送 が 可 能 で あ る と い
う 第 ２ の 特 徴 点 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 １ で は 、 ３ つ の NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ に よ っ て 、 通 信 シ ス テ ム が 構 成 さ れ て い
る が 、 通 信 シ ス テ ム を 構 成 す る NFC通 信 装 置 は 、 ３ つ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ２ ま た
は ４ 以 上 で あ っ て も 良 い 。 さ ら に 、 通 信 シ ス テ ム は 、 NFC通 信 装 置 の 他 、 例 え ば 、 従 来 の
Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム を 構 成 す る Ｉ Ｃ カ ー ド や リ ー ダ ／ ラ イ タ な ど を 含 め て 構 成 す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 ４ は 、 図 １ の NFC通 信 装 置 １ の 構 成 例 を 示 し て い る 。 な お 、 図 １ の 他 の NFC通 信
装 置 ２ お よ び ３ も 、 図 ４ の NFC通 信 装 置 １ と 同 様 に 構 成 さ れ る た め 、 そ の 説 明 は 、 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ア ン テ ナ １ １ は 、 閉 ル ー プ の コ イ ル を 構 成 し て お り 、 こ の コ イ ル に 流 れ る 電 流 が 変 化 す
る こ と で 、 電 磁 波 を 出 力 す る 。 ま た 、 ア ン テ ナ １ １ と し て の コ イ ル を 通 る 磁 束 が 変 化 す る
こ と で 、 ア ン テ ナ １ １ に 電 流 が 流 れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 受 信 部 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ に 流 れ る 電 流 を 受 信 し 、 同 調 と 検 波 を 行 い 、 復 調 部 １ ３ に
出 力 す る 。 復 調 部 １ ３ は 、 受 信 部 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 信 号 を 復 調 し 、 デ コ ー ド 部 １ ４ に 供
給 す る 。 デ コ ー ド 部 １ ４ は 、 復 調 部 １ ３ か ら 供 給 さ れ る 信 号 と し て の 、 例 え ば マ ン チ ェ ス
タ 符 号 な ど を デ コ ー ド し 、 そ の デ コ ー ド の 結 果 得 ら れ る デ ー タ を 、 デ ー タ 処 理 部 １ ５ に 供
給 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 デ ー タ 処 理 部 １ ５ は 、 デ コ ー ド 部 １ ４ か ら 供 給 さ れ る デ ー タ に 基 づ き 、 所 定 の 処 理 を 行
う 。 ま た 、 デ ー タ 処 理 部 １ ５ は 、 他 の 装 置 に 送 信 す べ き デ ー タ を 、 エ ン コ ー ド 部 １ ６ に 供
給 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 エ ン コ ー ド 部 １ ６ は 、 デ ー タ 処 理 部 １ ５ か ら 供 給 さ れ る デ ー タ を 、 例 え ば 、 マ ン チ ェ ス
タ 符 号 な ど に エ ン コ ー ド し 、 選 択 部 １ ７ に 供 給 す る 。 選 択 部 １ ７ は 、 変 調 部 １ ９ ま た は 負
荷 変 調 部 ２ ０ の う ち の い ず れ か 一 方 を 選 択 し 、 そ の 選 択 し た 方 に 、 エ ン コ ー ド 部 １ ６ か ら
供 給 さ れ る 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 選 択 部 １ ７ は 、 制 御 部 ２ １ の 制 御 に し た が っ て 、 変 調 部 １ ９ ま た は 負 荷 変 調 部
２ ０ を 選 択 す る 。 制 御 部 ２ １ は 、 通 信 モ ー ド が パ ッ シ ブ モ ー ド で あ り 、 NFC通 信 装 置 １ が
タ ー ゲ ッ ト と な っ て い る 場 合 は 、 選 択 部 １ ７ に 負 荷 変 調 部 ２ ０ を 選 択 さ せ る 。 ま た 、 制 御
部 ２ １ は 、 通 信 モ ー ド が ア ク テ ィ ブ モ ー ド で あ る 場 合 、 ま た は 通 信 モ ー ド が パ ッ シ ブ モ ー
ド で あ り 、 か つ 、 NFC通 信 装 置 １ が イ ニ シ エ ー タ と な っ て い る 場 合 は 、 選 択 部 １ ７ に 変 調
部 １ ９ を 選 択 さ せ る 。 従 っ て 、 エ ン コ ー ド 部 １ ６ が 出 力 す る 信 号 は 、 通 信 モ ー ド が パ ッ シ
ブ モ ー ド で あ り 、 NFC通 信 装 置 １ が タ ー ゲ ッ ト と な っ て い る ケ ー ス で は 、 選 択 部 １ ７ を 介
し て 、 負 荷 変 調 部 ２ ０ に 供 給 さ れ る が 、 他 の ケ ー ス で は 、 選 択 部 １ ７ を 介 し て 、 変 調 部 １
９ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 電 磁 波 出 力 部 １ ８ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 、 所 定 の 単 一 の 周 波 数 の 搬 送 波 （ の 電 磁 波 ） を
放 射 さ せ る た め の 電 流 を 、 ア ン テ ナ １ １ に 流 す 。 変 調 部 １ ９ は 、 電 磁 波 出 力 部 １ ８ が ア ン
テ ナ １ １ に 流 す 電 流 と し て の 搬 送 波 を 、 選 択 部 １ ７ か ら 供 給 さ れ る 信 号 に し た が っ て 変 調
す る 。 こ れ に よ り 、 ア ン テ ナ １ １ か ら は 、 デ ー タ 処 理 部 １ ５ が エ ン コ ー ド 部 １ ６ に 出 力 し

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-218127 A 2005.8.11



た デ ー タ に し た が っ て 搬 送 波 を 変 調 し た 電 磁 波 が 放 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 負 荷 変 調 部 ２ ０ は 、 外 部 か ら ア ン テ ナ １ １ と し て の コ イ ル を 見 た と き の イ ン ピ ー ダ ン ス
を 、 選 択 部 １ ７ か ら 供 給 さ れ る 信 号 に し た が っ て 変 化 さ せ る 。 他 の 装 置 が 搬 送 波 と し て の
電 磁 波 を 出 力 す る こ と に よ り 、 ア ン テ ナ １ １ の 周 囲 に Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド （ 磁 界 ） が 形 成 さ れ
て い る 場 合 、 ア ン テ ナ １ １ と し て の コ イ ル を 見 た と き の イ ン ピ ー ダ ン ス が 変 化 す る こ と に
よ り 、 ア ン テ ナ １ １ の 周 囲 の Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド も 変 化 す る 。 こ れ に よ り 、 他 の 装 置 が 出 力 し
て い る 電 磁 波 と し て の 搬 送 波 が 、 選 択 部 １ ７ か ら 供 給 さ れ る 信 号 に し た が っ て 変 調 さ れ 、
デ ー タ 処 理 部 １ ５ が エ ン コ ー ド 部 １ ６ に 出 力 し た デ ー タ が 、 電 磁 波 を 出 力 し て い る 他 の 装
置 に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 変 調 部 １ ９ お よ び 負 荷 変 調 部 ２ ０ に お け る 変 調 方 式 と し て は 、 例 え ば 、 振 幅 変
調 (ASK(Amplitude Shift Keying))を 採 用 す る こ と が で き る 。 但 し 、 変 調 部 １ ９ お よ び 負
荷 変 調 部 ２ ０ に お け る 変 調 方 式 は 、 ASKに 限 定 さ れ る も の で は な く 、 PSK(Phase Shift Key
ing)や QAM(Quadrature Amplitude Modulation)そ の 他 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た
、 振 幅 の 変 調 度 に つ い て も 8％ か ら 30％ 、 50％ 、 100％ 等 数 値 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 好
適 な も の を 選 択 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 制 御 部 ２ １ は 、 NFC通 信 装 置 １ を 構 成 す る 各 ブ ロ ッ ク を 制 御 す る 。 電 源 部 ２ ２ は 、 NFC通
信 装 置 １ を 構 成 す る 各 ブ ロ ッ ク に 、 必 要 な 電 源 を 供 給 す る 。 な お 、 図 ４ で は 、 制 御 部 ２ １
が NFC通 信 装 置 １ を 構 成 す る 各 ブ ロ ッ ク を 制 御 す る こ と を 表 す 線 の 図 示 と 、 電 源 部 ２ ２ が N
FC通 信 装 置 １ を 構 成 す る 各 ブ ロ ッ ク に 電 源 を 供 給 す る こ と を 表 す 線 の 図 示 は 、 図 が 煩 雑 に
な る た め 、 省 略 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 上 述 の 場 合 に は 、 デ コ ー ド 部 １ ４ お よ び エ ン コ ー ド 部 １ ６ に お い て 、 前 述 の タ
イ プ Ｃ で 採 用 さ れ て い る マ ン チ ェ ス タ 符 号 を 処 理 す る よ う に し た が 、 デ コ ー ド 部 １ ４ お よ
び エ ン コ ー ド 部 １ ６ で は 、 マ ン チ ェ ス タ 符 号 だ け で な く 、 タ イ プ Ａ で 採 用 さ れ て い る モ デ
ィ フ ァ イ ド ミ ラ ー や 、 タ イ プ Ｃ で 採 用 さ れ て い る NRZな ど の 複 数 種 類 の 符 号 の 中 か ら １ つ
を 選 択 し て 処 理 す る よ う に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 図 ５ は 、 図 ４ の 復 調 部 １ ３ の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ で は 、 復 調 部 １ ３ は 、 選 択 部 ３ １ 、 ２ 以 上 で あ る Ｎ 個 の 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N 、 お
よ び 選 択 部 ３ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 選 択 部 ３ １ は 、 制 御 部 ２ １ （ 図 ４ ） の 制 御 に し た が い 、 Ｎ 個 の 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N の
中 か ら 、 １ つ の 復 調 部 ３ ２ n （ ｎ ＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ， Ｎ ） を 選 択 し 、 そ の 選 択 し た 復 調 部
３ ２ n に 、 受 信 部 １ ２ が 出 力 す る 信 号 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 復 調 部 ３ ２ n は 、 第 ｎ の 伝 送 レ ー ト で 送 信 さ れ て き た 信 号 を 復 調 し 、 選 択 部 ３ ３ に 供 給
す る 。 こ こ で 、 復 調 部 ３ ２ n と 復 調 部 ３ ２ n '（ ｎ ≠ ｎ ’ ） は 、 異 な る 伝 送 レ ー ト で 送 信 さ
れ て き た 信 号 を 復 調 す る 。 従 っ て 、 図 ５ の 復 調 部 １ ３ は 、 第 １ 乃 至 第 Ｎ の Ｎ 通 り の 伝 送 レ
ー ト で 送 信 さ れ て く る 信 号 を 復 調 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 Ｎ 通 り の 伝
送 レ ー ト と し て は 、 例 え ば 、 前 述 し た 106kbps， 212kbps， 424kbps， 848kbpsな ど を 採 用 す
る こ と が で き る 。 即 ち 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト に は 、 例 え ば 、 既 存 の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム な
ど の 近 接 通 信 に お い て 既 に 採 用 さ れ て い る 伝 送 レ ー ト と 、 そ れ 以 外 の 伝 送 レ ー ト と を 含 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 選 択 部 ３ ３ は 、 制 御 部 ２ １ の 制 御 に し た が い 、 Ｎ 個 の 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N の 中 か ら 、
１ つ の 復 調 部 ３ ２ n を 選 択 し 、 そ の 復 調 部 ３ ２ n で 得 ら れ た 復 調 出 力 を 、 デ コ ー ド 部 １ ４ に
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供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 復 調 部 １ ３ で は 、 制 御 部 ２ １ （ 図 ４ ） は 、 例 え ば 、 選 択 部 ３ １
に 、 Ｎ 個 の 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N を 順 次 選 択 さ せ 、 こ れ に よ り 、 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N そ
れ ぞ れ に 、 受 信 部 １ ２ か ら 選 択 部 ３ １ を 介 し て 供 給 さ れ る 信 号 を 復 調 さ せ る 。 そ し て 、 制
御 部 ２ １ は 、 例 え ば 、 受 信 部 １ ２ か ら 選 択 部 ３ １ を 介 し て 供 給 さ れ る 信 号 を 正 常 に 復 調 す
る こ と が で き た 復 調 部 ３ ２ n を 認 識 し 、 そ の 復 調 部 ３ ２ n の 出 力 を 選 択 す る よ う に 、 選 択 部
３ ３ を 制 御 す る 。 選 択 部 ３ ３ は 、 制 御 部 ２ １ の 制 御 に し た が い 、 復 調 部 ３ ２ n を 選 択 し 、
こ れ に よ り 、 復 調 部 ３ ２ n で 得 ら れ た 正 常 な 復 調 出 力 が 、 デ コ ー ド 部 １ ４ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 従 っ て 、 復 調 部 １ ３ で は 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト の う ち の 任 意 の 伝 送 レ ー ト で 伝 送 さ れ て
く る 信 号 を 復 調 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N は 、 正 常 に 復 調 を 行 う こ と が で き た 場 合 の み 、 復 調 出 力 を
出 力 し 、 正 常 に 復 調 を 行 う こ と が で き な か っ た 場 合 に は 、 何 も 出 力 し な い （ 例 え ば 、 ハ イ
イ ン ピ ー ダ ン ス と な る ） よ う に す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 選 択 部 ３ ３ は 、 復 調 部 ３ ２

1 乃 至 ３ ２ N の 出 力 す べ て の 論 理 和 を と っ て 、 デ コ ー ド 部 １ ４ に 出 力 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 図 ６ は 、 図 ４ の 変 調 部 １ ９ の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ で は 、 変 調 部 １ ９ は 、 選 択 部 ４ １ 、 ２ 以 上 で あ る Ｎ 個 の 変 調 部 ４ ２ 1 乃 至 ４ ２ N 、 お
よ び 選 択 部 ４ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 選 択 部 ４ １ は 、 制 御 部 ２ １ （ 図 ４ ） の 制 御 に し た が い 、 Ｎ 個 の 変 調 部 ４ ２ 1 乃 至 ４ ２ N の
中 か ら 、 １ つ の 変 調 部 ４ ２ n （ ｎ ＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ， Ｎ ） を 選 択 し 、 そ の 選 択 し た 変 調 部
４ ２ n に 、 選 択 部 １ ７ （ 図 ４ ） が 出 力 す る 信 号 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 変 調 部 ４ ２ n は 、 第 ｎ の 伝 送 レ ー ト で デ ー タ の 送 信 が 行 わ れ る よ う に 、 選 択 部 ４ ３ を 介
し て 、 ア ン テ ナ １ １ に 流 れ る 電 流 と し て の 搬 送 波 を 、 選 択 部 ４ １ か ら 供 給 さ れ る 信 号 に し
た が っ て 変 調 す る 。 こ こ で 、 変 調 部 ４ ２ n と 変 調 部 ４ ２ n '（ ｎ ≠ ｎ ’ ） は 、 搬 送 波 を 、 異
な る 伝 送 レ ー ト で 変 調 す る 。 従 っ て 、 図 ６ の 変 調 部 １ ９ は 、 第 １ 乃 至 第 Ｎ の Ｎ 通 り の 伝 送
レ ー ト で デ ー タ を 送 信 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト と
し て は 、 例 え ば 、 図 ５ の 復 調 部 １ ３ が 復 調 す る こ と が で き る の と 同 一 の 伝 送 レ ー ト を 採 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 選 択 部 ４ ３ は 、 制 御 部 ２ １ の 制 御 に し た が い 、 Ｎ 個 の 変 調 部 ４ ２ 1 乃 至 ４ ２ N の 中 か ら 、
選 択 部 ４ １ が 選 択 す る の と 同 一 の 変 調 部 ４ ２ n を 選 択 し 、 そ の 変 調 部 ４ ２ n と 、 ア ン テ ナ １
１ と を 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 変 調 部 １ ９ で は 、 制 御 部 ２ １ （ 図 ４ ） は 、 例 え ば 、 選 択 部 ４ １
に 、 Ｎ 個 の 変 調 部 ４ ２ 1 乃 至 ４ ２ N を 順 次 選 択 さ せ 、 こ れ に よ り 、 変 調 部 ４ ２ 1 乃 至 ４ ２ N そ
れ ぞ れ に 、 選 択 部 ４ １ か ら 供 給 さ れ る 信 号 に し た が い 、 選 択 部 ４ ３ を 介 し て 、 ア ン テ ナ １
１ に 流 れ る 電 流 と し て の 搬 送 波 を 変 調 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 従 っ て 、 変 調 部 １ ９ で は 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト の う ち の 任 意 の 伝 送 レ ー ト で デ ー タ が 送
信 さ れ る よ う に 、 搬 送 波 を 変 調 し て デ ー タ を 送 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 図 ４ の 負 荷 変 調 部 ２ ０ は 、 例 え ば 、 図 ６ の 変 調 部 １ ９ と 同 様 に 構 成 さ れ る た め 、
そ の 説 明 は 、 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 以 上 か ら 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ で は 、 搬 送 波 を 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト の う ち の い ず れ
か の 伝 送 レ ー ト で 送 信 さ れ る デ ー タ の 信 号 に 変 調 す る と と も に 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト の う
ち の い ず れ か の 伝 送 レ ー ト で 送 信 さ れ て く る デ ー タ の 信 号 を 復 調 す る こ と が で き る 。 そ し
て 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト に は 、 例 え ば 、 上 述 し た よ う に 、 既 存 の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム （ Fe
liCa方 式 な ど ） な ど の 近 接 通 信 に お い て 既 に 採 用 さ れ て い る 伝 送 レ ー ト と 、 そ れ 以 外 の 伝
送 レ ー ト と を 含 め る こ と が で き る 。 従 っ て 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ に よ れ ば 、 そ れ ぞ れ の
間 で は 、 そ の Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト の い ず れ の 伝 送 レ ー ト で も 、 デ ー タ の や り と り を 行 う こ
と が で き る 。 さ ら に 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ に よ れ ば 、 既 存 の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム を 構 成
す る Ｉ Ｃ カ ー ド や リ ー ダ ／ ラ イ タ と の 間 で も 、 そ の Ｉ Ｃ カ ー ド や リ ー ダ ／ ラ イ タ が 採 用 し
て い る 伝 送 レ ー ト で 、 デ ー タ の や り と り を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 、 そ の 結 果 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ を 、 既 存 の 近 接 通 信 が 採 用 さ れ て い る サ ー ビ
ス に 導 入 し て も 、 ユ ー ザ が 混 乱 等 す る こ と は な く 、 従 っ て 、 そ の 導 入 を 容 易 に 行 う こ と が
で き る 。 さ ら に 、 将 来 登 場 す る こ と が 予 想 さ れ る 高 速 な デ ー タ レ ー ト に よ る 近 接 通 信 が 採
用 さ れ る サ ー ビ ス に も 、 既 存 の 近 接 通 信 と の 共 存 を 図 り な が ら 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ を
、 容 易 に 導 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ で は 、 従 来 の 近 接 通 信 で 採 用 さ れ て い た パ ッ シ ブ モ ー ド の
他 、 自 身 が 電 磁 波 を 出 力 す る こ と に よ っ て デ ー タ を 送 信 す る ア ク テ ィ ブ モ ー ド で の デ ー タ
伝 送 が 可 能 で あ る た め 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ 等 の 他 の 装 置 を 介 さ な く て も 、 デ ー タ の や り と り
を 直 接 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 図 ７ は 、 図 ４ の 復 調 部 １ ３ の 他 の 構 成 例 を 示 し て い る 。 な お 、 図 中 、 図 ５ に お け
る 場 合 と 対 応 す る 部 分 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ り 、 以 下 で は 、 そ の 説 明 は 、 適
宜 省 略 す る 。 即 ち 、 図 ７ の 復 調 部 １ ３ は 、 選 択 部 ３ １ が 設 け ら れ て い な い 他 は 、 図 ５ に お
け る 場 合 と 基 本 的 に 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 即 ち 、 図 ７ の 実 施 の 形 態 で は 、 受 信 部 １ ２ が 出 力 す る 信 号 は 、 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N に
、 同 時 に 供 給 さ れ 、 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N で は 、 受 信 部 １ ２ か ら の 信 号 が 同 時 に 復 調 さ れ
る 。 そ し て 、 制 御 部 ２ １ は 、 例 え ば 、 受 信 部 １ ２ か ら の 信 号 を 正 常 に 復 調 す る こ と が で き
た 復 調 部 ３ ２ n を 認 識 し 、 そ の 復 調 部 ３ ２ n を 出 力 す る よ う に 、 選 択 部 ３ ３ を 制 御 す る 。 選
択 部 ３ ３ は 、 制 御 部 ２ １ の 制 御 に し た が い 、 復 調 部 ３ ２ n を 選 択 し 、 こ れ に よ り 、 復 調 部
３ ２ n で 得 ら れ た 正 常 な 復 調 出 力 が 、 デ コ ー ド 部 １ ４ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 図 ７ の 実 施 の 形 態 で は 、 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N に 、 常 に 、 復 調 動 作 を 行 わ せ る 必
要 が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 復 調 部 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N の う ち の 、 選 択
部 ３ １ に 選 択 さ れ て い る も の だ け に 復 調 動 作 を 行 わ せ 、 他 の も の は 動 作 を 停 止 さ せ て お く
こ と が で き る 。 従 っ て 、 装 置 の 消 費 電 力 を 節 約 す る 観 点 か ら は 、 図 ７ よ り も 、 図 ５ の 構 成
の 方 が 有 利 で あ る 。 一 方 、 正 常 な 復 調 出 力 を 早 期 に 得 る 観 点 か ら は 、 図 ５ よ り も 、 図 ７ の
構 成 の 方 が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 図 ８ は 、 図 ４ の 復 調 部 １ ３ の さ ら に 他 の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ８ で は 、 復 調 部 １ ３ は 、 可 変 レ ー ト 復 調 部 ５ １ と レ ー ト 検 出 部 ５ ２ か ら 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 可 変 レ ー ト 復 調 部 ５ １ は 、 受 信 部 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 信 号 を 、 レ ー ト 検 出 部 ５ ２ か ら の
指 示 に 応 じ た 伝 送 レ ー ト の 信 号 と し て 復 調 し 、 そ の 復 調 結 果 を 、 デ コ ー ド 部 １ ４ に 供 給 す
る 。 レ ー ト 検 出 部 ５ ２ は 、 受 信 部 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 信 号 の 伝 送 レ ー ト を 検 出 し 、 そ の 伝
送 レ ー ト の 信 号 を 復 調 す る よ う に 、 可 変 レ ー ト 復 調 部 ５ １ に 指 示 す る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 復 調 部 １ ３ で は 、 受 信 部 １ ２ が 出 力 す る 信 号 が 、 可 変 レ ー ト 復
調 部 ５ １ と レ ー ト 検 出 部 ５ ２ に 供 給 さ れ る 。 レ ー ト 検 出 部 ５ ２ は 、 受 信 部 １ ２ か ら 供 給 さ
れ る 信 号 の 伝 送 レ ー ト が 、 例 え ば 、 第 １ 乃 至 第 Ｎ の Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト の う ち の い ず れ で
あ る か を 検 出 し 、 そ の 伝 送 レ ー ト の 信 号 を 復 調 す る よ う に 、 可 変 レ ー ト 復 調 部 ５ １ に 指 示
す る 。 そ し て 、 可 変 レ ー ト 復 調 部 ５ １ は 、 受 信 部 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 信 号 を 、 レ ー ト 検 出
部 ５ ２ か ら の 指 示 に 応 じ た 伝 送 レ ー ト の 信 号 と し て 復 調 し 、 そ の 復 調 結 果 を 、 デ コ ー ド 部
１ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ は 、 い ず れ も 、 最 初 に 電 磁 波 を 出 力 し て 通 信 を 開 始 す る イ
ニ シ エ ー タ に な り 得 る 。 さ ら に 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド で は 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ は 、 イ ニ
シ エ ー タ と な る 場 合 で も 、 タ ー ゲ ッ ト と な る 場 合 で も 、 自 身 で 電 磁 波 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 従 っ て 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ が 近 接 し て い る 状 態 で 、 そ の う ち の ２ 以 上 が 同 時 に 電 磁
波 を 出 力 し た 場 合 に は 、 コ リ ジ ョ ン (collision)が 生 じ 、 通 信 を 行 う こ と が で き な く な る
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 そ こ で 、 NFC通 信 装 置 １ 乃 至 ３ そ れ ぞ れ は 、 他 の 装 置 か ら の 電 磁 波 （ に よ る Ｒ Ｆ フ ィ ー
ル ド ） が 存 在 す る か ど う か を 検 出 し 、 存 在 し な い 場 合 に の み 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 こ
れ に よ り 、 コ リ ジ ョ ン を 防 止 す る よ う に な っ て い る 。 こ こ で 、 こ の よ う に 、 他 の 装 置 か ら
の 電 磁 波 が 存 在 す る か ど う か を 検 出 し 、 存 在 し な い 場 合 に の み 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る
処 理 を 、 コ リ ジ ョ ン を 防 止 す る と い う 目 的 か ら 、 RFCA(RF Collision Avoidance)処 理 と い
う 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 RFCA処 理 に は 、 イ ニ シ エ ー タ と な ろ う と す る NFC通 信 装 置 （ 図 １ で は 、 NFC通 信 装 置 １ 乃
至 ３ の う ち の １ 以 上 ） が 最 初 に 行 う 初 期 RFCA処 理 と 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド で の 通 信 中 に お い
て 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る NFC通 信 装 置 が 、 そ の 開 始 を し よ う と す る ご と に 行 う レ ス ポ
ン ス RFCA処 理 と の ２ つ が あ る 。 初 期 RFCA処 理 で あ っ て も 、 レ ス ポ ン ス RFCA処 理 で あ っ て も
、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る 前 に 、 他 の 装 置 に よ る 電 磁 波 が 存 在 す る か ど う か を 検 出 し 、 存
在 し な い 場 合 に の み 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る と い う 点 は 同 一 で あ る 。 但 し 、 初 期 RFCA処
理 と レ ス ポ ン ス RFCA処 理 と で は 、 他 の 装 置 に よ る 電 磁 波 の 存 在 が 検 出 さ れ な く な っ て か ら
、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し な け れ ば な ら な い タ イ ミ ン グ ま で の 時 間 等 が 異 な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ こ で 、 ま ず 図 ９ を 参 照 し て 、 初 期 RFCA処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ９ は 、 初 期 RFCA処 理 に よ っ て 出 力 が 開 始 さ れ る 電 磁 波 を 示 し て い る 。 な お 、 図 ９ に お
い て （ 後 述 す る 図 １ ０ も 同 様 ） 、 横 軸 は 時 間 を 表 し 、 縦 軸 は 、 NFC通 信 装 置 が 出 力 す る 電
磁 波 の レ ベ ル を 表 す 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 イ ニ シ エ ー タ と な ろ う と す る NFC通 信 装 置 は 、 常 時 、 他 の 装 置 に よ る 電 磁 波 の 検 出 を 行
っ て お り 、 他 の 装 置 に よ る 電 磁 波 が 、 時 間 Ｔ I D T ＋ ｎ × Ｔ R F W だ け 連 続 し て 検 出 さ れ な か っ
た 場 合 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 そ の 出 力 か ら 時 間 Ｔ I R F G だ け 経 過 し た 後 に 、 デ ー タ （ コ
マ ン ド を 含 む ） の 送 信 (Send Request)を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ こ で 、 時 間 Ｔ I D T ＋ ｎ × Ｔ R F W に お け る Ｔ I D T は 、 初 期 遅 延 時 間 と 呼 ば れ 、 搬 送 波 の 周
波 数 を ｆ c で 表 す こ と と す る と 、 例 え ば 、 ４ ０ ９ ６ ／ ｆ c よ り 大 の 値 が 採 用 さ れ る 。 ｎ は 、
例 え ば 、 ０ 以 上 ３ 以 下 の 整 数 で 、 乱 数 を 用 い て 生 成 さ れ る 。 Ｔ R F W は 、 Ｒ Ｆ 待 ち 時 間 と 呼
ば れ 、 例 え ば 、 ５ １ ２ ／ ｆ c が 採 用 さ れ る 。 時 間 Ｔ I R F G は 、 初 期 ガ ー ド タ イ ム と 呼 ば れ 、
例 え ば 、 ５ msよ り 大 の 値 が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 な お 、 電 磁 波 が 検 出 さ れ て は な ら な い 時 間 Ｔ I D T ＋ ｎ × Ｔ R F W に 、 乱 数 で あ る ｎ を 採 用 す
る こ と に よ り 、 複 数 の NFC通 信 装 置 が 同 一 の タ イ ミ ン グ で 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し て し ま
う 可 能 性 の 低 減 が 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 NFC通 信 装 置 が 、 初 期 RFCA処 理 に よ っ て 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し た 場 合 、 そ の NFC通 信 装
置 は 、 イ ニ シ エ ー タ と な る が 、 そ の 際 、 通 信 モ ー ド と し て 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド が 設 定 さ れ
た と き に は 、 イ ニ シ エ ー タ と な っ た NFC通 信 装 置 は 、 自 身 の デ ー タ の 送 信 を 終 了 し た 後 、
電 磁 波 の 出 力 を 停 止 す る 。 一 方 、 通 信 モ ー ド と し て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド が 設 定 さ れ た と き に
は 、 イ ニ シ エ ー タ と な っ た NFC通 信 装 置 は 、 タ ー ゲ ッ ト と の 通 信 が 完 全 に 完 了 す る ま で 、
初 期 RFCA処 理 に よ っ て 開 始 し た 電 磁 波 の 出 力 を 、 そ の ま ま 続 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 図 １ ０ は 、 レ ス ポ ン ス RFCA処 理 に よ っ て 出 力 が 開 始 さ れ る 電 磁 波 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ア ク テ ィ ブ モ ー ド に お い て 電 磁 波 を 出 力 し よ う と す る NFC通 信 装 置 は 、 他 の 装 置 に よ る
電 磁 波 の 検 出 を 行 い 、 他 の 装 置 に よ る 電 磁 波 が 、 時 間 Ｔ A D T ＋ ｎ × Ｔ R F W だ け 連 続 し て 検 出
さ れ な か っ た 場 合 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 そ の 出 力 か ら 時 間 Ｔ A R F G だ け 経 過 し た 後 に 、
デ ー タ の 送 信 (Send Response)を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ こ で 、 時 間 Ｔ A D T ＋ ｎ × Ｔ R F W に お け る ｎ と Ｔ R F W は 、 図 ９ の 初 期 RFCA処 理 に お け る 場
合 と 同 一 の も の で あ る 。 ま た 、 時 間 Ｔ A D T ＋ ｎ × Ｔ R F W に お け る Ｔ A D T は 、 ア ク テ ィ ブ デ ィ
レ イ タ イ ム と 呼 ば れ 、 例 え ば 、 ７ ６ ８ ／ ｆ c 以 上 ２ ５ ５ ９ ／ ｆ c 以 下 の 値 が 採 用 さ れ る 。 時
間 Ｔ A R F G は 、 ア ク テ ィ ブ ガ ー ド タ イ ム と 呼 ば れ 、 例 え ば 、 １ ０ ２ ４ ／ ｆ c よ り 大 の 値 が 採
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ９ と 図 １ ０ か ら 明 ら か な よ う に 、 初 期 RFCA処 理 に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る に は
、 少 な く と も 初 期 遅 延 時 間 Ｔ I D T の 間 、 電 磁 波 が 存 在 し て は な ら ず 、 レ ス ポ ン ス RFCA処 理
に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る に は 、 少 な く と も ア ク テ ィ ブ デ ィ レ イ タ イ ム Ｔ A D T の 間
、 電 磁 波 が 存 在 し て は な ら な い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 そ し て 、 初 期 遅 延 時 間 Ｔ I D T は 、 ４ ０ ９ ６ ／ ｆ c よ り 大 の 値 で あ る の に 対 し て 、 ア ク テ ィ
ブ デ ィ レ イ タ イ ム Ｔ A D T は 、 ７ ６ ８ ／ ｆ c 以 上 ２ ５ ５ ９ ／ ｆ c 以 下 の 値 で あ る こ と か ら 、 NFC
通 信 装 置 が イ ニ シ エ ー タ に な ろ う と す る 場 合 に は 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド で の 通 信 中 に お い て
電 磁 波 を 出 力 し よ う と す る 場 合 よ り も 、 電 磁 波 が 存 在 し な い 状 態 が 長 時 間 必 要 で あ る 。 逆
に 言 え ば 、 NFC通 信 装 置 が ア ク テ ィ ブ モ ー ド で の 通 信 中 に お い て 電 磁 波 を 出 力 し よ う と す
る 場 合 に は 、 イ ニ シ エ ー タ に な ろ う と す る 場 合 よ り も 、 電 磁 波 が 存 在 し な い 状 態 に な っ て
か ら 、 そ れ ほ ど 間 を お か ず に 、 電 磁 波 を 出 力 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ は 、 次 の よ う な 理
由 に よ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が ア ク テ ィ ブ モ ー ド で 通 信 を 行 う 場 合 、 一 方 の NFC通 信 装 置 は 、 自 身
で 電 磁 波 を 出 力 し て デ ー タ を 送 信 し 、 そ の 後 、 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 す る 。 そ し て 、 他 方 の
NFC通 信 装 置 が 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 デ ー タ を 送 信 す る 。 従 っ て 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の
通 信 で は 、 い ず れ の NFC通 信 装 置 も 、 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 し て い る こ と が あ る 。 こ の た め
、 NFC通 信 装 置 が イ ニ シ エ ー タ に な ろ う と す る 場 合 に は 、 そ の NFC通 信 装 置 の 周 囲 で ア ク テ
ィ ブ モ ー ド の 通 信 が 行 わ れ て い な い こ と を 確 認 す る た め に 、 イ ニ シ エ ー タ に な ろ う と し て
い る NFC通 信 装 置 の 周 囲 で 、 他 の 装 置 が 電 磁 波 を 出 力 し て い な い こ と を 、 十 分 な 時 間 確 認
す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド で は 、 上 述 し た よ う に 、 イ ニ シ エ ー タ が 電 磁 波 を 出 力
す る こ と に よ り 、 タ ー ゲ ッ ト に デ ー タ を 送 信 す る 。 そ し て 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ
が 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 し て か ら 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る こ と に よ り 、 イ ニ シ エ ー タ に デ
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ー タ を 送 信 す る 。 そ の 後 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト が 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 し て か ら 、
電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る こ と に よ り 、 イ ニ シ エ ー タ に デ ー タ を 送 信 し 、 以 下 、 同 様 に し て
、 イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト の 間 で デ ー タ が や り と り さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 従 っ て 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の 通 信 を 行 っ て い る イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト の 周 囲 に 、 イ
ニ シ エ ー タ と な ろ う と す る NFC通 信 装 置 が 存 在 す る 場 合 に 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の 通 信 を 行
っ て い る イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト の う ち の 一 方 が 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 し て か ら 、 他 方 が
電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る ま で の 時 間 が 長 い と 、 そ の 間 は 電 磁 波 が 存 在 し な い た め 、 イ ニ シ
エ ー タ と な ろ う と す る NFC通 信 装 置 が 、 初 期 RFCA処 理 に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る 。
こ の 場 合 、 先 に 行 わ れ て い た ア ク テ ィ ブ モ ー ド の 通 信 が 妨 げ ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の た め 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の 通 信 中 に 行 わ れ る レ ス ポ ン ス RFCA処 理 で は 、 電 磁 波 が 存
在 し な い 状 態 に な っ て か ら 、 そ れ ほ ど 間 を お か ず に 、 電 磁 波 を 出 力 し な け れ ば な ら な い よ
う に し て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 イ ニ シ エ ー タ に な ろ う と す る NFC通 信 装 置 は 、 図 ９ で 説 明 し た よ う に 、 初 期 RFCA
処 理 に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 そ の 後 、 デ ー タ の 送 信 を 行 う 。 イ ニ シ エ ー タ に な ろ
う と す る NFC通 信 装 置 は 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る こ と で 、 イ ニ シ エ ー タ と な り 、 そ の イ
ニ シ エ ー タ に 近 接 す る 位 置 に 存 在 す る NFC通 信 装 置 は タ ー ゲ ッ ト と な る が 、 イ ニ シ エ ー タ
が 、 タ ー ゲ ッ ト と デ ー タ の や り と り を す る に は 、 そ の デ ー タ を や り と り す る タ ー ゲ ッ ト を
特 定 し な け れ ば な ら な い 。 こ の た め 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 初 期 RFCA処 理 に よ っ て 電 磁 波 の 出
力 を 開 始 し た 後 に 、 そ の イ ニ シ エ ー タ に 近 接 す る 位 置 に 存 在 す る １ 以 上 の タ ー ゲ ッ ト に 対
し て 、 各 タ ー ゲ ッ ト を 特 定 す る 情 報 と し て の NFCID(NFC Identification)を 要 求 す る 。 そ
し て 、 イ ニ シ エ ー タ に 近 接 す る 位 置 に 存 在 す る タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ か ら の 要 求 に
応 じ て 、 自 身 を 特 定 す る NFCIDを 、 イ ニ シ エ ー タ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 イ ニ シ エ ー タ は 、 以 上 の よ う に し て タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る NFCIDに よ っ て タ ー
ゲ ッ ト を 特 定 し 、 そ の 特 定 し た タ ー ゲ ッ ト と の 間 で 、 デ ー タ の や り と り を 行 う が 、 イ ニ シ
エ ー タ が 、 そ の 周 囲 （ 近 接 す る 位 置 ） に 存 在 す る タ ー ゲ ッ ト を 、 そ の NFCIDに よ っ て 特 定
す る 処 理 は 、 SDD(Single Device Detection)処 理 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ こ で 、 SDD処 理 に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト の NFCIDを 要 求 す る が 、 こ の 要
求 は 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム と 呼 ば れ る フ レ ー ム を 送 信 す る こ
と に よ っ て 行 わ れ る 。 タ ー ゲ ッ ト は 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 受 信 す る と 、 例 え
ば 、 自 身 の NFCIDを 乱 数 に よ っ て 決 定 し 、 そ の NFCIDを 配 置 し た ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ
ー ム と 呼 ば れ る フ レ ー ム を 送 信 す る 。 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る ポ
ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 受 信 す る こ と で 、 タ ー ゲ ッ ト の NFCIDを 認 識 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 と こ ろ で 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 そ の 周 囲 の タ ー ゲ ッ ト に 対 し て 、 そ の NFCIDを 要 求 し た 場
合 、 イ ニ シ エ ー タ の 周 囲 に 、 複 数 の タ ー ゲ ッ ト が 存 在 す る と き に は 、 そ の 複 数 の タ ー ゲ ッ
ト の ２ 以 上 か ら 、 同 時 に 、 NFCIDが 送 信 さ れ て く る こ と が あ り 得 る 。 こ の 場 合 、 そ の ２ 以
上 の タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る NFCIDが コ リ ジ ョ ン し 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 そ の コ リ ジ
ョ ン し た NFCIDを 認 識 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 そ こ で 、 SDD処 理 は 、 NFCIDの コ リ ジ ョ ン を な る べ く 避 け る た め に 、 例 え ば 、 タ イ ム ス ロ
ッ ト を 用 い た 方 法 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 即 ち 、 図 １ １ は 、 タ イ ム ス ロ ッ ト を 用 い た 方 法 に よ り 行 わ れ る SDD処 理 の シ ー ケ ン ス を
示 し て い る 。 な お 、 図 １ １ で は 、 イ ニ シ エ ー タ の 周 囲 に 、 ５ つ の タ ー ゲ ッ ト ＃ １ ， ＃ ２ ，
＃ ３ ， ＃ ４ ， ＃ ５ が 存 在 す る も の と し て あ る 。
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【 ０ ０ ９ ２ 】
　 SDD処 理 で は 、 イ ニ シ エ ー タ が ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 す る が 、 そ の 送 信
の 完 了 後 、 所 定 の 時 間 Ｔ d だ け お い て 、 所 定 の 時 間 Ｔ s の 幅 の タ イ ム ス ロ ッ ト が 設 け ら れ る
。 な お 、 時 間 Ｔ d は 、 例 え ば 、 ５ １ ２ × ６ ４ ／ ｆ c と さ れ 、 タ イ ム ス ロ ッ ト の 幅 と し て の 時
間 Ｔ s は 、 例 え ば 、 ２ ５ ６ × ６ ４ ／ ｆ c と さ れ る 。 ま た 、 タ イ ム ス ロ ッ ト は 、 例 え ば 、 時 間
的 に 最 も 先 行 す る も の か ら 、 ０ か ら の シ ー ケ ン シ ャ ル な 番 号 （ 整 数 ） が 付 さ れ る こ と に よ
っ て 特 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ こ で 、 図 １ １ で は 、 タ イ ム ス ロ ッ ト ＃ ０ ， ＃ １ ， ＃ ２ ， ＃ ３ の ４ つ を 示 し て あ る が 、
タ イ ム ス ロ ッ ト は 、 例 え ば 、 １ ６ ま で 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 あ る ポ ー リ ン グ リ ク エ ス
ト フ レ ー ム に 対 し て 設 け ら れ る タ イ ム ス ロ ッ ト の 数 TSNは 、 イ ニ シ エ ー タ が 指 定 し 、 ポ ー
リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム に 含 め ら れ て 、 タ ー ゲ ッ ト に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 送 信 さ れ て く る ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 受 信
し 、 そ の ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム に 配 置 さ れ て い る タ イ ム ス ロ ッ ト の 数 TSNを 認 識
す る 。 さ ら に 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 ０ 以 上 TSN－ １ の 範 囲 の 整 数 Ｒ を 、 乱 数 に よ り 生 成 し 、 そ
の 整 数 Ｒ に よ っ て 特 定 さ れ る タ イ ム ス ロ ッ ト ＃ Ｒ の タ イ ミ ン グ で 、 自 身 の NFCIDを 配 置 し
た ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と
し て の タ イ ム ス ロ ッ ト を 、 乱 数 に よ り 決 定 す る の で 、 複 数 の タ ー ゲ ッ ト が ポ ー リ ン グ レ ス
ポ ン ス フ レ ー ム を 送 信 す る タ イ ミ ン グ が ば ら つ く こ と と な り 、 こ れ に よ り 、 複 数 の タ ー ゲ
ッ ト が 送 信 す る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム ど う し の コ リ ジ ョ ン を な る べ く 避 け る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 な お 、 タ ー ゲ ッ ト に お い て 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 送 信 す る タ イ ミ ン グ と し
て の タ イ ム ス ロ ッ ト を 、 乱 数 に よ り 決 定 し て も 、 複 数 の タ ー ゲ ッ ト が ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン
ス フ レ ー ム を 送 信 す る タ イ ム ス ロ ッ ト が 一 致 し 、 こ れ に よ り 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ
ー ム の コ リ ジ ョ ン が 生 じ る 場 合 が あ る 。 図 １ １ の 実 施 の 形 態 で は 、 タ イ ム ス ロ ッ ト ＃ ０ に
お い て 、 タ ー ゲ ッ ト ＃ ４ の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 、 タ イ ム ス ロ ッ ト ＃ １ に お い
て 、 タ ー ゲ ッ ト ＃ １ と ＃ ３ の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 、 タ イ ム ス ロ ッ ト ＃ ２ に お
い て 、 タ ー ゲ ッ ト ＃ ５ の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 、 タ イ ム ス ロ ッ ト ＃ ３ に お い て
、 タ ー ゲ ッ ト ＃ ２ の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 、 そ れ ぞ れ 送 信 さ れ て お り 、 タ ー ゲ
ッ ト ＃ １ と ＃ ３ の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が コ リ ジ ョ ン を 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の 場 合 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ リ ジ ョ ン を 生 じ て い る タ ー ゲ ッ ト ＃ １ と ＃ ３ の ポ ー リ ン
グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 正 常 に 受 信 す る こ と が で き な い 。 そ の た め 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 再
度 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 し 、 こ れ に よ り 、 タ ー ゲ ッ ト ＃ １ と ＃ ３ に 対 し
て 、 そ れ ぞ れ の NFCIDが 配 置 さ れ た ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム の 送 信 を 要 求 す る 。 以
下 、 イ ニ シ エ ー タ に お い て 、 そ の 周 囲 に あ る タ ー ゲ ッ ト ＃ １ 乃 至 ＃ ５ す べ て の NFCIDを 認
識 す る こ と が で き る ま で 、 イ ニ シ エ ー タ に よ る ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム の 送 信 と 、
タ ー ゲ ッ ト に よ る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム の 送 信 と が 繰 り 返 し 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 な お 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 再 度 送 信 し た 場 合 に 、 す べ て
の タ ー ゲ ッ ト ＃ １ 乃 至 ＃ ５ が 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 返 す こ と と す る と 、 再 び
、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム ど う し が コ リ ジ ョ ン を 起 こ す 可 能 性 が あ る 。 そ こ で 、 タ
ー ゲ ッ ト に お い て は 、 イ ニ シ エ ー タ か ら ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 受 信 し た 後 、 そ
れ ほ ど 時 間 を お か ず に 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 再 度 受 信 し た 場 合 に は 、 例 え ば
、 そ の ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 無 視 す る よ う に す る こ と が で き る 。 但 し 、 こ の 場
合 、 図 １ １ の 実 施 の 形 態 で は 、 最 初 に 送 信 さ れ た ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム に 対 し て
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、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス の コ リ ジ ョ ン を 生 じ て い る タ ー ゲ ッ ト ＃ １ と ＃ ３ に つ い て は 、 イ
ニ シ エ ー タ は 、 そ の タ ー ゲ ッ ト ＃ １ と ＃ ３ の NFCIDを 認 識 す る こ と が で き な い の で 、 タ ー
ゲ ッ ト ＃ １ ま た は ＃ ３ と の 間 で の デ ー タ の や り と り は 、 で き な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 そ こ で 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 正 常 に 受 信 し 、 そ の NFCID
を 認 識 す る こ と が で き た タ ー ゲ ッ ト ＃ ２ ， ＃ ４ ， ＃ ５ に つ い て は 、 後 述 す る よ う に 、 通 信
対 象 か ら 一 時 的 に は ず し 、 こ れ に よ り 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム に 対 す る 応 答 と し
て の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 返 さ な い よ う に す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 イ ニ
シ エ ー タ が 送 信 す る 再 度 の ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム に 対 し て 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン
ス フ レ ー ム を 返 し て く る の は 、 最 初 の ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム の 送 信 に よ っ て NFCI
Dを 認 識 す る こ と が で き な か っ た タ ー ゲ ッ ト ＃ １ と ＃ ３ だ け と な る 。 従 っ て 、 こ の 場 合 、
ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム ど う し が コ リ ジ ョ ン を 起 こ す 可 能 性 を 小 さ く し な が ら 、 タ
ー ゲ ッ ト ＃ １ 乃 至 ＃ ５ す べ て の NFCIDを 認 識 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 こ こ で は 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 上 述 し た よ う に 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 受
信 す る と 、 自 身 の NFCIDを 、 乱 数 に よ っ て 決 定 （ 生 成 ） す る 。 こ の た め 、 異 な る タ ー ゲ ッ
ト か ら 、 同 一 の NFCIDが ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム に 配 置 さ れ て 、 イ ニ シ エ ー タ に 送
信 さ れ て く る 場 合 が あ り 得 る 。 イ ニ シ エ ー タ に お い て 、 異 な る タ イ ム ス ロ ッ ト に お い て 、
同 一 の NFCIDが 配 置 さ れ た ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 受 信 さ れ た 場 合 、 イ ニ シ エ ー
タ に は 、 例 え ば 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム ど う し が コ リ ジ ョ ン を 起 こ し た 場 合 と 同
様 に 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 再 度 送 信 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 こ こ で 、 上 述 し た よ う に 、 NFC通 信 装 置 は 、 既 存 の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム を 構 成 す る Ｉ Ｃ
カ ー ド や リ ー ダ ／ ラ イ タ と の 間 で も 、 そ の Ｉ Ｃ カ ー ド や リ ー ダ ／ ラ イ タ が 採 用 し て い る 伝
送 レ ー ト で 、 デ ー タ の や り と り を 行 う こ と が で き る 。 い ま 、 タ ー ゲ ッ ト が 、 例 え ば 、 既 存
の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム の Ｉ Ｃ カ ー ド で あ る 場 合 、 SDD処 理 は 、 例 え ば 、 次 の よ う に し て 行
わ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 即 ち 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 初 期 RFCA処 理 に よ り 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 タ ー ゲ ッ ト で あ
る Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 そ の 電 磁 波 か ら 電 源 を 得 て 、 処 理 を 開 始 す る 。 つ ま り 、 い ま の 場 合 、 タ
ー ゲ ッ ト は 、 既 存 の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム の Ｉ Ｃ カ ー ド で あ る か ら 、 動 作 す る た め の 電 源 を
、 イ ニ シ エ ー タ が 出 力 す る 電 磁 波 か ら 生 成 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 タ ー ゲ ッ ト は 、 電 源 を 得 て 、 動 作 可 能 な 状 態 に な っ て か ら 、 例 え ば 、 最 長 で も ２ 秒 以 内
に 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 受 信 す る 準 備 を 行 い 、 イ ニ シ エ ー タ か ら ポ ー リ ン グ
リ ク エ ス ト フ レ ー ム が 送 信 さ れ て く る の を 待 つ 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 一 方 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト に お い て ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 受 信 す る
準 備 が 整 っ た か ど う か に 関 係 な く 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ か ら の ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 受 信 し た 場 合 、 上
述 し た よ う に 、 所 定 の タ イ ム ス ロ ッ ト の タ イ ミ ン グ で 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を
、 イ ニ シ エ ー タ に 送 信 す る 。 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト か ら の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ
レ ー ム を 正 常 受 信 す る こ と が で き た 場 合 、 上 述 し た よ う に 、 そ の タ ー ゲ ッ ト の NFCIDを 認
識 す る 。 一 方 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト か ら の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 正 常
受 信 す る こ と が で き な か っ た 場 合 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 、 再 度 送 信 す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 な お 、 い ま の 場 合 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 既 存 の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム の Ｉ Ｃ カ ー ド で あ る か ら
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、 動 作 す る た め の 電 源 を 、 イ ニ シ エ ー タ が 出 力 す る 電 磁 波 か ら 生 成 す る 。 こ の た め 、 イ ニ
シ エ ー タ は 、 初 期 RFCA処 理 に よ っ て 開 始 し た 電 磁 波 の 出 力 を 、 タ ー ゲ ッ ト と の 通 信 が 完 全
に 終 了 す る ま で 続 行 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 次 に 、 NFC通 信 装 置 で は 、 イ ニ シ エ ー タ が タ ー ゲ ッ ト に コ マ ン ド を 送 信 し 、 タ ー ゲ ッ ト
が 、 イ ニ シ エ ー タ か ら の コ マ ン ド に 対 す る レ ス ポ ン ス を 送 信 す る （ 返 す ） こ と で 、 通 信 が
行 わ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 図 １ ２ は 、 イ ニ シ エ ー タ が タ ー ゲ ッ ト に 送 信 す る コ マ ン ド と 、 タ ー ゲ ッ ト が イ
ニ シ エ ー タ に 送 信 す る レ ス ポ ン ス と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 １ ２ に お い て 、 ア ン ダ ー バ ー (_)の 後 に REQの 文 字 が 記 述 さ れ て い る も の は 、 コ マ ン ド
を 表 し 、 ア ン ダ ー バ ー (_)の 後 に RESの 文 字 が 記 述 さ れ て い る も の は 、 レ ス ポ ン ス を 表 す 。
図 １ ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 コ マ ン ド と し て 、 ATR_REQ， WUP_REQ， PSL_REQ， DEP_REQ， DSL_
REQ， RLS_REQの ６ 種 類 が 用 意 さ れ て お り 、 コ マ ン ド に 対 す る レ ス ポ ン ス と し て も 、 コ マ ン
ド と 同 様 に 、 ATR_RES， WUP_RES， PSL_RES， DEP_RES， DSL_RES， RLS_RESの ６ 種 類 が 用 意 さ
れ て い る 。 上 述 し た よ う に 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド （ リ ク エ ス ト ） を タ ー ゲ ッ ト に 送
信 し 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 そ の コ マ ン ド に 対 応 す る レ ス ポ ン ス を イ ニ シ エ ー タ に 送 信 す る の で
、 コ マ ン ド は 、 イ ニ シ エ ー タ に よ っ て 送 信 さ れ 、 レ ス ポ ン ス は 、 タ ー ゲ ッ ト に よ っ て 送 信
さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 コ マ ン ド ATR_REQは 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 タ ー ゲ ッ ト に 対 し て 、 自 身 の 属 性 （ 仕 様 ） を 知
ら せ る と と も に 、 タ ー ゲ ッ ト の 属 性 を 要 求 す る と き に 、 タ ー ゲ ッ ト に 送 信 さ れ る 。 こ こ で
、 イ ニ シ エ ー タ ま た は タ ー ゲ ッ ト の 属 性 と し て は 、 そ の イ ニ シ エ ー タ ま た は タ ー ゲ ッ ト が
送 受 信 す る こ と の で き る デ ー タ の 伝 送 レ ー ト な ど が あ る 。 な お 、 コ マ ン ド ATR_REQに は 、
イ ニ シ エ ー タ の 属 性 の 他 、 そ の イ ニ シ エ ー タ を 特 定 す る NFCIDな ど が 配 置 さ れ 、 タ ー ゲ ッ
ト は 、 コ マ ン ド ATR_REQを 受 信 す る こ と に よ り 、 イ ニ シ エ ー タ の 属 性 と NFCIDを 認 識 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 レ ス ポ ン ス ATR_RESは 、 タ ー ゲ ッ ト が 、 コ マ ン ド ATR_REQを 受 信 し た 場 合 に 、 そ の コ マ ン
ド ATR_REQに 対 す る 応 答 と し て 、 イ ニ シ エ ー タ に 送 信 さ れ る 。 レ ス ポ ン ス ATR_RESに は 、 タ
ー ゲ ッ ト の 属 性 や NFCIDな ど が 配 置 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 な お 、 コ マ ン ド ATR_REQや レ ス ポ ン ス ATR_RESに 配 置 さ れ る 属 性 と し て の 伝 送 レ ー ト の 情
報 に は 、 イ ニ シ エ ー タ や タ ー ゲ ッ ト が 送 受 信 す る こ と の で き る デ ー タ の 伝 送 レ ー ト す べ て
を 含 め る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト と の 間 で 、 コ マ ン ド ATR_RE
Qと レ ス ポ ン ス ATR_RESの や り と り が １ 度 行 わ れ る だ け で 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト が
送 受 信 可 能 な 伝 送 レ ー ト を 認 識 す る こ と が で き 、 タ ー ゲ ッ ト も 、 イ ニ シ エ ー タ が 送 受 信 可
能 な 伝 送 レ ー ト を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 コ マ ン ド WUP_REQは 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 通 信 す る タ ー ゲ ッ ト を 選 択 す る と き に 送 信 さ れ
る 。 即 ち 、 後 述 す る コ マ ン ド DSL_REQを 、 イ ニ シ エ ー タ か ら タ ー ゲ ッ ト に 送 信 す る こ と に
よ り 、 タ ー ゲ ッ ト を 、 デ ィ セ レ ク ト (deselect)状 態 （ イ ニ シ エ ー タ へ の デ ー タ の 送 信 （ レ
ス ポ ン ス ） を 禁 止 し た 状 態 ） と す る こ と が で き る が 、 コ マ ン ド WUP_REQは 、 そ の デ ィ セ レ
ク ト 状 態 を 解 い て 、 タ ー ゲ ッ ト を 、 イ ニ シ エ ー タ へ の デ ー タ の 送 信 を 可 能 に す る 状 態 と す
る 場 合 に 送 信 さ れ る 。 な お 、 コ マ ン ド WUP_REQに は 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 を 解 く タ ー ゲ ッ ト
の NFCIDが 配 置 さ れ 、 コ マ ン ド WUP_REQを 受 信 し た タ ー ゲ ッ ト の う ち 、 そ の コ マ ン ド WUP_RE
Qに 配 置 さ れ て い る NFCIDに よ っ て 特 定 さ れ る タ ー ゲ ッ ト が 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 を 解 く 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 レ ス ポ ン ス WUP_RESは 、 コ マ ン ド WUP_REQを 受 信 し た タ ー ゲ ッ ト の う ち 、 そ の コ マ ン ド WU
P_REQに 配 置 さ れ て い る NFCIDに よ っ て 特 定 さ れ る タ ー ゲ ッ ト が 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 を 解 い
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た 場 合 に コ マ ン ド WUP_REQに 対 す る 応 答 と し て 送 信 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 コ マ ン ド PSL_REQは 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 タ ー ゲ ッ ト と の 通 信 に 関 す る 通 信 パ ラ メ ー タ を
変 更 す る と き に 送 信 さ れ る 。 こ こ で 、 通 信 パ ラ メ ー タ と し て は 、 例 え ば 、 イ ニ シ エ ー タ と
タ ー ゲ ッ ト と の 間 で や り と り す る デ ー タ の 伝 送 レ ー ト な ど が あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 コ マ ン ド PSL_REQに は 、 変 更 後 の 通 信 パ ラ メ ー タ の 値 が 配 置 さ れ 、 イ ニ シ エ ー タ か ら タ
ー ゲ ッ ト に 送 信 さ れ る 。 タ ー ゲ ッ ト は 、 コ マ ン ド PSL_REQを 受 信 し 、 そ こ に 配 置 さ れ て い
る 通 信 パ ラ メ ー タ の 値 に し た が っ て 、 通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 す る 。 さ ら に 、 タ ー ゲ ッ ト は
、 コ マ ン ド PSL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス PSL_RESを 送 信 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 コ マ ン ド DEP_REQは 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 デ ー タ （ い わ ゆ る 実 デ ー タ ） の 送 受 信 （ タ ー ゲ
ッ ト と の 間 の デ ー タ 交 換 ） を 行 う と き に 送 信 さ れ 、 そ こ に は 、 タ ー ゲ ッ ト に 送 信 す べ き デ
ー タ が 配 置 さ れ る 。 レ ス ポ ン ス DEP_RESは 、 タ ー ゲ ッ ト が 、 コ マ ン ド DEP_REQに 対 す る 応 答
と し て 送 信 し 、 そ こ に は 、 イ ニ シ エ ー タ に 送 信 す べ き デ ー タ が 配 置 さ れ る 。 従 っ て 、 コ マ
ン ド DEP_REQに よ っ て 、 イ ニ シ エ ー タ か ら タ ー ゲ ッ ト に デ ー タ が 送 信 さ れ 、 そ の コ マ ン ド D
EP_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DEP_RESに よ っ て 、 タ ー ゲ ッ ト か ら イ ニ シ エ ー タ に デ ー タ が 送
信 さ れ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 コ マ ン ド DSL_REQは 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 タ ー ゲ ッ ト を デ ィ セ レ ク ト 状 態 と す る と き に 送
信 さ れ る 。 コ マ ン ド DSL_REQを 受 信 し た タ ー ゲ ッ ト は 、 そ の コ マ ン ド DSL_REQに 対 す る レ ス
ポ ン ス DSL_RESを 送 信 し て デ ィ セ レ ク ト 状 態 と な り 、 以 後 、 コ マ ン ド WUP_REQ以 外 の コ マ ン
ド に は 反 応 し な く な る （ レ ス ポ ン ス を 返 さ な く な る ） 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 コ マ ン ド RLS_REQは 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 タ ー ゲ ッ ト と の 通 信 を 完 全 に 終 了 す る と き に 送
信 さ れ る 。 コ マ ン ド RLS_REQを 受 信 し た タ ー ゲ ッ ト は 、 そ の コ マ ン ド RLS_REQに 対 す る レ ス
ポ ン ス RLS_RESを 送 信 し 、 イ ニ シ エ ー タ と の 通 信 を 完 全 に 終 了 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 コ マ ン ド DSL_REQと RLS_REQは 、 い ず れ も 、 タ ー ゲ ッ ト を 、 イ ニ シ エ ー タ と の 通
信 の 対 象 か ら 解 放 す る 点 で 共 通 す る 。 し か し な が ら 、 コ マ ン ド DSL_REQに よ っ て 解 放 さ れ
た タ ー ゲ ッ ト は 、 コ マ ン ド WUP_REQに よ っ て 、 再 び 、 イ ニ シ エ ー タ と 通 信 可 能 な 状 態 と な
る が 、 コ マ ン ド RLS_REQに よ っ て 解 放 さ れ た タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ と の 間 で 、 上 述
し た ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム と ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム の や り と り が 行 わ れ
な い と 、 イ ニ シ エ ー タ と 通 信 可 能 な 状 態 と な ら な い 。 か か る 点 で 、 コ マ ン ド DSL_REQと RLS
_REQは 、 異 な る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 な お 、 コ マ ン ド と レ ス ポ ン ス の や り と り は 、 例 え ば 、 ト ラ ン ス ポ ー ト 層 で 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 １ ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 NFC通 信 装 置 の 通 信 処 理 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 NFC通 信 装 置 は 、 通 信 を 開 始 す る 場 合 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 他 の 装 置
に よ る 電 磁 波 を 検 出 し た か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 NFC通 信 装 置 （ 図 ４ ） で は 、 例 え ば 、 受 信 部 １ ２ が 復 調 部 １ ３ に 出 力 す る 信 号
の レ ベ ル を 、 制 御 部 ２ １ が 監 視 し て お り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 そ の レ ベ ル に 基 づ き 、 他 の
装 置 に よ る 電 磁 波 を 検 出 し た か ど う か が 判 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 他 の 装 置 に よ る 電 磁 波 が 検 出 さ れ な か っ た と 判 定 さ れ た 場 合 、
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ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の 通 信 モ ー ド を 、 パ ッ シ ブ モ ー ド ま た は ア ク テ
ィ ブ モ ー ド に 設 定 し 、 後 述 す る パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 ま た は ア ク テ ィ ブ モ
ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 を 行 う 。 そ し て 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の 処 理 の 終 了 後 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て は 、 NFC通 信 装 置 の 通 信 モ ー ド は 、 上 述 し た よ う に 、 パ
ッ シ ブ モ ー ド ま た は ア ク テ ィ ブ モ ー ド の う ち の い ず れ に 設 定 し て も か ま わ な い 。 但 し 、 タ
ー ゲ ッ ト が 、 既 存 の Ｉ Ｃ カ ー ド シ ス テ ム の Ｉ Ｃ カ ー ド な ど の パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト
に し か な り 得 な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の 通 信 モ ー ド を 、 パ ッ
シ ブ モ ー ド に 設 定 し 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 他 の 装 置 に よ る 電 磁 波 が 検 出 さ れ た と 判 定 さ れ た 場 合 、
即 ち 、 NFC通 信 装 置 の 周 辺 で 、 他 の 装 置 に よ る 電 磁 波 が 検 出 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に
進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で 検 出 さ れ た 電 磁 波 が 検 出 さ れ 続 け て い る か ど う か
を 判 定 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 電 磁 波 が 検 出 さ れ 続 け て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４
に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の 通 信 モ ー ド を 、 パ ッ シ ブ モ ー ド に 設 定 し 、 後 述 す る パ ッ シ
ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 を 行 う 。 即 ち 、 電 磁 波 が 検 出 さ れ 続 け て い る 場 合 と い う の は
、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 に 近 接 す る 他 の 装 置 が 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ と な っ て
、 初 期 RFCA処 理 に よ っ て 出 力 を 開 始 し た 電 磁 波 を 出 力 し 続 け て い る ケ ー ス で あ り 、 NFC通
信 装 置 は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト と な っ て 処 理 を 行 う 。 そ し て 、 そ の 処 理 の 終 了 後
は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 電 磁 波 が 検 出 さ れ 続 け て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ ５ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の 通 信 モ ー ド を 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド に 設 定 し 、 後 述
す る ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 を 行 う 。 即 ち 、 電 磁 波 が 検 出 さ れ 続 け て い な い
場 合 と い う の は 、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 に 近 接 す る 他 の 装 置 が 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ
シ エ ー タ と な っ て 、 初 期 RFCA処 理 に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 そ の 後 、 そ の 電 磁 波 の
出 力 を 停 止 し た ケ ー ス で あ る か ら 、 NFC通 信 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト と な
っ て 処 理 を 行 う 。 そ し て 、 そ の 処 理 の 終 了 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理
が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 NFC通 信 装 置 に よ る パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ
シ エ ー タ の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 で は 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 NF
C通 信 装 置 は 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る 。 な お 、 こ の パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処
理 に お け る ス テ ッ プ Ｓ １ １ は 、 上 述 の 図 １ ３ の ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 電 磁 波 が 検 出 さ れ
な か っ た 場 合 に 行 わ れ る 。 即 ち 、 NFC通 信 装 置 は 、 図 １ ３ の ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 電 磁
波 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る 。 従 っ
て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ お よ び Ｓ １ １ の 処 理 が 、 上 述 の 初 期 RFCA処 理 に 相 当 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 伝 送 レ ー ト を 表 す 変 数 ｎ を 、 初 期 値
と し て の 、 例 え ば 、 １ に セ ッ ト し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で は 、 NFC通
信 装 置 は 、 第 ｎ の 伝 送 レ ー ト （ 以 下 、 適 宜 、 第 ｎ レ ー ト と も い う ） で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ
ス ト フ レ ー ム を 送 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、
他 の 装 置 か ら 、 第 ｎ レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 送 信 さ れ て き た か ど う か
を 判 定 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 他 の 装 置 か ら 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 送 信 さ れ て
き て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 に 近 接 す る 他 の 装 置 が 、 第 ｎ
レ ー ト で の 通 信 を 行 う こ と が で き ず 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 し た ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー
ム に 対 す る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 返 っ て こ な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ 乃 至 Ｓ １
７ を ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に 進 む 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 他 の 装 置 か ら 、 第 ｎ レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス
フ レ ー ム が 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 に 近 接 す る 他
の 装 置 が 、 第 ｎ レ ー ト で の 通 信 を 行 う こ と が で き 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 し た ポ ー リ ン グ リ ク
エ ス ト フ レ ー ム に 対 す る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 返 っ て き た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １
５ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 返 し て き た 他 の 装 置 を
パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト と し て 、 そ の タ ー ゲ ッ ト の NFCIDを 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス
フ レ ー ム に 配 置 さ れ て い る NFCIDに よ っ て 認 識 す る と と も に 、 そ の タ ー ゲ ッ ト が 第 ｎ レ ー
ト で 通 信 可 能 で あ る こ と を 認 識 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の NFC
IDと 、 そ の タ ー ゲ ッ ト が 第 ｎ レ ー ト で 通 信 可 能 で あ る こ と を 認 識 す る と 、 そ の タ ー ゲ ッ ト
と の 間 の 伝 送 レ ー ト を 、 第 ｎ レ ー ト に （ 一 時 的 に ） 決 定 し 、 そ の タ ー ゲ ッ ト と は 、 コ マ ン
ド PSL_REQに よ っ て 伝 送 レ ー ト が 変 更 さ れ な い 限 り 、 第 ｎ レ ー ト で 通 信 を 行 う 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で 認 識 し た NFCIDの タ
ー ゲ ッ ト （ パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト ） に 、 コ マ ン ド DSL_REQを 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 し
、 こ れ に よ り 、 そ の タ ー ゲ ッ ト が 、 以 後 送 信 さ れ る ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム に 応 答
し な い よ う に 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 に し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に 進 む 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で 送 信 し た コ マ ン ド DSL_REQに 対
し て 、 そ の コ マ ン ド DSL_REQに よ り デ ィ セ レ ク ト 状 態 と さ れ る タ ー ゲ ッ ト が 返 し て く る レ
ス ポ ン ス DSL_RESを 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に 進 む 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー
ム を 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 し て か ら 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た か ど う か を 判 定 す る 。 こ こ で 、
ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に お け る 所 定 の 時 間 は 、 ０ 以 上 の 時 間 と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 、 第 ｎ レ
ー ト で 送 信 し て か ら 、 ま だ 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ
１ ４ に 戻 り 、 以 下 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ 乃 至 Ｓ １ ８ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ 乃 至 Ｓ １ ８ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 NFC通 信 装 置 は
、 図 １ １ で 説 明 し た よ う に 、 異 な る タ イ ム ス ロ ッ ト の タ イ ミ ン グ で 送 信 さ れ て く る ポ ー リ
ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 受 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 、
第 ｎ レ ー ト で 送 信 し て か ら 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に
進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 変 数 ｎ が 、 そ の 最 大 値 で あ る Ｎ に 等 し い か ど う か を 判 定 す る 。 ス
テ ッ プ Ｓ １ ９ に お い て 、 変 数 ｎ が 、 最 大 値 Ｎ に 等 し く な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 変 数
ｎ が 最 大 値 Ｎ 未 満 で あ る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 変 数 ｎ を １ だ け
イ ン ク リ メ ン ト し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 戻 り 、 以 下 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ 乃 至 Ｓ ２ ０ の 処 理 が
繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ 乃 至 Ｓ ２ ０ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 NFC通 信 装 置 は
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、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 す る と と も に 、 各 伝 送 レ
ー ト で 返 っ て く る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 受 信 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に お い て 、 変 数 ｎ が 、 最 大 値 Ｎ に 等 し い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち
、 NFC通 信 装 置 が 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 す る と
と も に 、 各 伝 送 レ ー ト で 返 っ て く る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 受 信 し た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ ２ １ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ と し て 、 そ の 通 信 処
理 （ パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 ） を 行 う 。 こ こ で 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ
シ エ ー タ の 通 信 処 理 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 そ し て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 が 終 了 す る と 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ １ か ら Ｓ ２ ２ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ で 出 力 を 開 始 し た 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 し
、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 次 に 、 図 １ ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 NFC通 信 装 置 に よ る パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー
ゲ ッ ト の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 で は 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 、 NFC
通 信 装 置 は 、 伝 送 レ ー ト を 表 す 変 数 ｎ を 、 初 期 値 と し て の 、 例 え ば 、 １ に セ ッ ト し 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ２ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー
タ と な っ て い る 他 の 装 置 か ら 、 第 ｎ レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム が 送 信 さ れ
て き た か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に お い て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト
フ レ ー ム が 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 に 近 接
す る 他 の 装 置 が 、 第 ｎ レ ー ト で の 通 信 を 行 う こ と が で き ず 、 第 ｎ レ ー ト で ポ ー リ ン グ リ ク
エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 す る こ と が で き な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は
、 変 数 ｎ が 、 そ の 最 大 値 で あ る Ｎ に 等 し い か ど う か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に お い て
、 変 数 ｎ が 、 最 大 値 Ｎ に 等 し く な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 変 数 ｎ が 最 大 値 Ｎ 未 満 で あ
る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 変 数 ｎ を １ だ け イ ン ク リ メ ン ト し て 、
ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に 戻 り 、 以 下 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ 乃 至 Ｓ ３ ４ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に お い て 、 変 数 ｎ が 、 最 大 値 Ｎ に 等 し い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ １ に 戻 り 、 以 下 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ 乃 至 Ｓ ３ ４ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 こ こ
で は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト の う ち の い ず れ か で 送 信
さ れ て く る ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 受 信 す る こ と が で き る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １
乃 至 Ｓ ３ ４ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に お い て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら 、 ポ ー リ ン グ リ
ク エ ス ト フ レ ー ム が 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が 、 第 ｎ レ ー
ト の ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 正 常 受 信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ に 進 み 、 NFC通
信 装 置 は 、 イ ニ シ エ ー タ の 間 の 伝 送 レ ー ト を 第 ｎ レ ー ト に 決 定 す る と と も に 、 乱 数 に よ っ
て 、 自 身 の NFCIDを 生 成 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ で は 、 NFC通 信 装 置 は
、 自 身 の NFCIDを 配 置 し た ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 し 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ７ に 進 む 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 こ こ で 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ で ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 、 第 ｎ レ
ー ト で 送 信 し た 後 は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら コ マ ン ド PSL_REQが 送 信 さ れ て
く る こ と に よ っ て 伝 送 レ ー ト の 変 更 が 指 示 さ れ な い 限 り 、 第 ｎ レ ー ト で 通 信 を 行 う 。
【 ０ １ ５ １ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド D
SL_REQが 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判 定 し 、 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ７ に 戻 り 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら コ マ ン ド DSL_REQが 送 信 さ れ て く
る の を 待 つ 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ に お い て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド DSL_RE
Qが 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が コ マ ン ド DSL_REQを 受 信 し た
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド DSL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DSL_
RESを 送 信 し 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 と な っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ９ に 進 む 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ９ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト と し て 、 そ の 通 信
処 理 （ パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 ） を 行 い 、 そ の パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ
ト の 通 信 処 理 が 終 了 す る と 、 処 理 を 終 了 す る 。 な お 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信
処 理 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 次 に 、 図 １ ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 NFC通 信 装 置 に よ る ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ
ニ シ エ ー タ の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 乃 至 Ｓ ６ １ に お い て 、 図
１ ４ の パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 の ス テ ッ プ Ｓ １ １ 乃 至 Ｓ ２ １ に お け る 場 合 と
そ れ ぞ れ 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る 。 但 し 、 図 １ ４ の パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 で
は 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の 処 理 が 終 了 す る ま で 、 電 磁 波 を 出 力 し 続 け る が 、 ア ク テ ィ ブ モ
ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 デ ー タ を 送 信 す る と き だ け 、 電 磁 波 を
出 力 す る 点 が 異 な る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 、 NFC通 信 装 置 は 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る 。 な お 、 こ
の ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 に お け る ス テ ッ プ Ｓ ５ １ は 、 上 述 の 図 １ ３ の ス
テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 電 磁 波 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合 に 行 わ れ る 。 即 ち 、 NFC通 信 装 置 は
、 図 １ ３ の ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 電 磁 波 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に
お い て 、 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る 。 従 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ お よ び Ｓ ５ １ の 処 理 が 、 上 述 の
初 期 RFCA処 理 に 相 当 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 伝 送 レ ー ト を 表 す 変 数 ｎ を 、 初 期 値
と し て の 、 例 え ば 、 １ に セ ッ ト し 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で は 、 NFC通
信 装 置 は 、 第 ｎ レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 し て 、 電 磁 波 の 出 力 を 停
止 し （ 以 下 、 適 宜 、 Ｒ Ｆ オ フ 処 理 を 行 う 、 と も い う ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に 進 む 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信
す る 前 に 、 上 述 の ア ク テ ィ ブ RFCA処 理 に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 す る 。 但 し 、 変 数 ｎ が
初 期 値 で あ る １ の 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ お よ び Ｓ ５ １ の 処 理 に 対 応 す る 初 期 RFCA処 理 に よ
っ て 、 既 に 電 磁 波 の 出 力 が 開 始 さ れ て い る の で 、 ア ク テ ィ ブ RFCA処 理 を 行 う 必 要 は な い 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 他 の 装 置 か ら 、 第 ｎ レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ レ ス
ポ ン ス フ レ ー ム が 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 他 の 装 置 か ら 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 送 信 さ れ て
き て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 に 近 接 す る 他 の 装 置 が 、 第 ｎ
レ ー ト で の 通 信 を 行 う こ と が で き ず 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 し た ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー
ム に 対 す る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 返 っ て こ な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ 乃 至 Ｓ ５
７ を ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ に 進 む 。
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【 ０ １ ６ １ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 他 の 装 置 か ら 、 第 ｎ レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス
フ レ ー ム が 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 例 え ば 、 NFC通 信 装 置 に 近 接 す る 他
の 装 置 が 、 第 ｎ レ ー ト で の 通 信 を 行 う こ と が で き 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 し た ポ ー リ ン グ リ ク
エ ス ト フ レ ー ム に 対 す る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム が 返 っ て き た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５
５ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 返 し て き た 他 の 装 置 を
ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト と し て 、 そ の タ ー ゲ ッ ト の NFCIDを 、 ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン
ス フ レ ー ム に 配 置 さ れ て い る NFCIDに よ っ て 認 識 す る と と も に 、 そ の タ ー ゲ ッ ト が 第 ｎ レ
ー ト で 通 信 可 能 で あ る こ と を 認 識 す る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 こ こ で 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ に お い て 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の N
FCIDと 、 そ の タ ー ゲ ッ ト が 第 ｎ レ ー ト で 通 信 可 能 で あ る こ と を 認 識 す る と 、 そ の タ ー ゲ ッ
ト と の 間 の 伝 送 レ ー ト を 、 第 ｎ レ ー ト に 決 定 し 、 そ の タ ー ゲ ッ ト と は 、 コ マ ン ド PSL_REQ
に よ っ て 伝 送 レ ー ト が 変 更 さ れ な い 限 り 、 第 ｎ レ ー ト で 通 信 を 行 う 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ RFCA処 理 に よ っ て 電 磁 波
の 出 力 を 開 始 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ で 認 識 し た NFCIDの タ ー ゲ ッ ト （ ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ
ー ゲ ッ ト ） に 、 コ マ ン ド DSL_REQを 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 そ の タ ー ゲ ッ
ト は 、 以 後 送 信 さ れ る ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム 等 に 応 答 し な い デ ィ セ レ ク ト 状 態 と
な る 。 そ の 後 、 NFC通 信 装 置 は 、 Ｒ Ｆ オ フ 処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ か ら Ｓ ５ ７ に 進 む
。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ で 送 信 し た コ マ ン ド DSL_REQに 対
し て 、 そ の コ マ ン ド DSL_REQに よ り デ ィ セ レ ク ト 状 態 と さ れ る タ ー ゲ ッ ト が 返 し て く る レ
ス ポ ン ス DSL_RESを 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ に 進 む 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー
ム を 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 し て か ら 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 、 第 ｎ レ
ー ト で 送 信 し て か ら 、 ま だ 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ
５ ４ に 戻 り 、 以 下 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ 乃 至 Ｓ ５ ８ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 、
第 ｎ レ ー ト で 送 信 し て か ら 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ９ に
進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 変 数 ｎ が 、 そ の 最 大 値 で あ る Ｎ に 等 し い か ど う か を 判 定 す る 。 ス
テ ッ プ Ｓ ５ ９ に お い て 、 変 数 ｎ が 、 最 大 値 Ｎ に 等 し く な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 変 数
ｎ が 最 大 値 Ｎ 未 満 で あ る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 変 数 ｎ を １ だ け
イ ン ク リ メ ン ト し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に 戻 り 、 以 下 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ 乃 至 Ｓ ６ ０ の 処 理 が
繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ 乃 至 Ｓ ６ ０ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 NFC通 信 装 置 は
、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 す る と と も に 、 各 伝 送 レ
ー ト で 返 っ て く る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 受 信 す る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ９ に お い て 、 変 数 ｎ が 、 最 大 値 Ｎ に 等 し い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち
、 NFC通 信 装 置 が 、 Ｎ 通 り の 伝 送 レ ー ト で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム を 送 信 す る と
と も に 、 各 伝 送 レ ー ト で 返 っ て く る ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 受 信 し た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ ６ １ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ と し て 、 そ の 通 信
処 理 （ ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 ） を 行 い 、 そ の 後 、 処 理 を 終 了 す る 。
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こ こ で 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 NFC通 信 装 置 に よ る ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ
ー ゲ ッ ト の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ 乃 至 Ｓ ７ ９ に お い て 、 図 １
５ の パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 の ス テ ッ プ Ｓ ３ １ 乃 至 Ｓ ３ ９ に お け る 場 合 と そ れ
ぞ れ 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る 。 但 し 、 図 １ ５ の パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 で は 、 NF
C通 信 装 置 は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ が 出 力 す る 電 磁 波 を 負 荷 変 調 す る こ と に よ
っ て デ ー タ を 送 信 す る が 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 で は 、 NFC通 信 装 置 は 、
自 身 で 電 磁 波 を 出 力 し て デ ー タ を 送 信 す る 点 が 異 な る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 即 ち 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ 乃 至 Ｓ ７ ５ に お い て
、 図 １ ５ の ス テ ッ プ Ｓ ３ １ 乃 至 Ｓ ３ ５ に お け る 場 合 と そ れ ぞ れ 同 一 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ５ の 処 理 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 ア ク テ ィ
ブ RFCA処 理 に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 自 身 の NFCIDを 配 置 し た ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン
ス フ レ ー ム を 、 第 ｎ レ ー ト で 送 信 す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、
Ｒ Ｆ オ フ 処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ７ に 進 む 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 こ こ で 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ で ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム を 、 第 ｎ レ
ー ト で 送 信 し た 後 は 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら コ マ ン ド PSL_REQが 送 信 さ れ
て く る こ と に よ っ て 伝 送 レ ー ト の 変 更 が 指 示 さ れ な い 限 り 、 第 ｎ レ ー ト で 通 信 を 行 う 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ ７ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン
ド DSL_REQが 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判 定 し 、 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 し た 場 合 、
ス テ ッ プ Ｓ ７ ７ に 戻 り 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら コ マ ン ド DSL_REQが 送 信 さ
れ て く る の を 待 つ 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ７ に お い て 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド DSL_
REQが 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が コ マ ン ド DSL_REQを 受 信 し
た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ８ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ RFCA処 理 に よ っ て 電 磁 波 の
出 力 を 開 始 し 、 コ マ ン ド DSL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DSL_RESを 送 信 す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ
プ Ｓ ７ ８ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 Ｒ Ｆ オ フ 処 理 を 行 い 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 と な っ て 、 ス テ
ッ プ Ｓ ７ ９ に 進 む 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ ９ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト と し て 、 そ の 通
信 処 理 （ ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 ） を 行 い 、 そ の ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ
ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 が 終 了 す る と 、 処 理 を 終 了 す る 。 な お 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ
ト の 通 信 処 理 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 １ ４ の ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お
け る パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ で あ る NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に お い て 、 通 信
す る 装 置 （ 以 下 、 適 宜 、 注 目 装 置 と い う ） を 、 図 １ ４ の ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で NFCIDを 認 識 し
た タ ー ゲ ッ ト の 中 か ら 選 択 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ で は 、 コ マ ン ド WU
P_REQを 、 注 目 装 置 に 送 信 し 、 こ れ に よ り 、 図 １ ４ の ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で コ マ ン ド DSL_REQを
送 信 す る こ と に よ り デ ィ セ レ ク ト 状 態 と し た 注 目 装 置 の 、 そ の デ ィ セ レ ク ト 状 態 を 解 除 す
る （ 以 下 、 適 宜 、 ウ エ イ ク ア ッ プ す る 、 と も い う ） 。
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【 ０ １ ８ ０ 】
　 そ の 後 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 が 、 コ マ ン ド WUP_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス WUP_RESを
送 信 し て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ か ら Ｓ ９ ３ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス WUP_RESを
受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ４ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ９ ４ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド ATR_R
EQを 、 注 目 装 置 に 送 信 す る 。 そ し て 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 が 、 コ マ ン ド ATR_REQに 対
す る レ ス ポ ン ス ATR_RESを 送 信 し て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ４ か ら Ｓ ９ ５ に 進 み 、
そ の レ ス ポ ン ス ATR_RESを 受 信 す る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 こ こ で 、 NFC通 信 装 置 お よ び 注 目 装 置 が 、 以 上 の よ う に し て 、 属 性 が 配 置 さ れ る コ マ ン
ド ATR_REQと レ ス ポ ン ス ATR_RESを や り と り す る こ と で 、 NFC通 信 装 置 お よ び 注 目 装 置 は 、
互 い に 相 手 が 通 信 可 能 な 伝 送 レ ー ト な ど を 認 識 す る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ５ か ら Ｓ ９ ６ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド DSL_REQを 、 注 目
装 置 に 送 信 し 、 注 目 装 置 を 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 に す る 。 そ し て 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装
置 が 、 コ マ ン ド DSL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DSL_RESを 送 信 し て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ
Ｓ ９ ６ か ら Ｓ ９ ７ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス DSL_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ に 進 む 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 図 １ ４ の ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で NFCIDを 認 識 し た タ ー
ゲ ッ ト す べ て を 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ で 注 目 装 置 と し て 選 択 し た か ど う か を 判 定 す る 。 ス テ ッ
プ Ｓ ９ ８ に お い て 、 NFC通 信 装 置 が 、 ま だ 、 注 目 装 置 と し て 選 択 し て い な い タ ー ゲ ッ ト が
あ る と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に 戻 り 、 NFC通 信 装 置 は 、 ま だ 、 注 目 装 置 と し て 選
択 し て い な い タ ー ゲ ッ ト の う ち の １ つ を 新 た に 注 目 装 置 と し て 選 択 し 、 以 下 、 同 様 の 処 理
を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ に お い て 、 NFC通 信 装 置 が 、 図 １ ４ の ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で NFCIDを 認
識 し た タ ー ゲ ッ ト す べ て を 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ で 注 目 装 置 と し て 選 択 し た と 判 定 し た 場 合 、
即 ち 、 NFC通 信 装 置 が 、 NFCIDを 認 識 し た タ ー ゲ ッ ト す べ て と の 間 で 、 コ マ ン ド ATR_REQと
レ ス ポ ン ス ATR_RESを や り と り し 、 こ れ に よ り 、 各 タ ー ゲ ッ ト が 通 信 可 能 な 伝 送 レ ー ト な
ど を 認 識 す る こ と が で き た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ９ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 通 信 す る 装 置
（ 注 目 装 置 ） を 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ４ と Ｓ ９ ５ で コ マ ン ド ATR_REQと レ ス ポ ン ス ATR_RESを や り
と り し た タ ー ゲ ッ ト の 中 か ら 選 択 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に 進 む 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド WUP_REQを 、 注 目 装 置 に 送 信 し 、 こ れ
に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ６ で コ マ ン ド DSL_REQを 送 信 す る こ と に よ っ て デ ィ セ レ ク ト 状 態 と
し た 注 目 装 置 を ウ エ イ ク ア ッ プ す る 。 そ し て 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 が 、 コ マ ン ド WUP
_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス WUP_RESを 送 信 し て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ か ら Ｓ １
０ １ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス WUP_RESを 受 信 し て 、 図 １ ９ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に 進 む 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 と 通 信 を 行 う 際 の 伝 送 レ ー ト な ど の
通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 す る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 こ こ で 、 NFC通 信 装 置 は 、 図 １ ８ の ス テ ッ プ Ｓ ９ ５ で レ ス ポ ン ス ATR_RESを 、 注 目 装 置 か
ら 受 信 し て お り 、 そ の レ ス ポ ン ス ATR_RESに 配 置 さ れ た 属 性 に 基 づ き 、 注 目 装 置 が 通 信 可
能 な 伝 送 レ ー ト 等 の 通 信 パ ラ メ ー タ を 認 識 し て い る 。 NFC通 信 装 置 は 、 例 え ば 、 注 目 装 置
と の 間 で 、 現 在 の 伝 送 レ ー ト よ り も 高 速 の 伝 送 レ ー ト で 通 信 可 能 な 場 合 、 伝 送 レ ー ト を よ
り 高 速 な 伝 送 レ ー ト に 変 更 す べ く 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に お い て 、 通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 す
る と 判 定 す る 。 ま た 、 NFC通 信 装 置 は 、 例 え ば 、 注 目 装 置 と の 間 で 、 現 在 の 伝 送 レ ー ト よ
り も 低 速 の 伝 送 レ ー ト で 通 信 可 能 で あ り 、 か つ 、 現 在 の 通 信 環 境 が ノ イ ズ レ ベ ル の 高 い 環
境 で あ る 場 合 、 伝 送 エ ラ ー を 低 下 す る た め に 、 伝 送 レ ー ト を よ り 低 速 な 伝 送 レ ー ト に 変 更
す べ く 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に お い て 、 通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 す る と 判 定 す る 。 な お 、 NFC
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通 信 装 置 と 注 目 装 置 と の 間 で 、 現 在 の 伝 送 レ ー ト と 異 な る 伝 送 レ ー ト で 通 信 可 能 な 場 合 で
あ っ て も 、 現 在 の 伝 送 レ ー ト の ま ま で 通 信 を 続 行 す る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に お い て 、 注 目 装 置 と 通 信 を 行 う 際 の 通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 し な い と
判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 と 注 目 装 置 と の 間 で 、 現 在 の 伝 送 レ ー ト な ど の 現 在
の 通 信 パ ラ メ ー タ の ま ま で 、 通 信 を 続 行 す る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ 乃 至 Ｓ １ １ ４ を ス キ
ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ５ に 進 む 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に お い て 、 注 目 装 置 と 通 信 を 行 う 際 の 通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 す
る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 そ の 変 更 後 の 通 信 パ ラ
メ ー タ の 値 を 、 コ マ ン ド PSL_REQに 配 置 し て 、 注 目 装 置 に 送 信 す る 。 そ し て 、 NFC通 信 装 置
は 、 注 目 装 置 が 、 コ マ ン ド PSL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス PSL_RESを 送 信 し て く る の を 待 っ て
、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ か ら Ｓ １ １ ３ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス PSL_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ １ ４ に 進 む 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 と の 通 信 を 行 う 際 の 伝 送 レ ー ト な ど
の 通 信 パ ラ メ ー タ を 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ で 送 信 し た コ マ ン ド PSL_REQに 配 置 し た 通 信 パ ラ
メ ー タ の 値 に 変 更 す る 。 NFC通 信 装 置 は 、 以 後 、 注 目 装 置 と の 間 で 、 再 び 、 コ マ ン ド PSL_R
EQと レ ス ポ ン ス PSL_RESの や り と り を し な い 限 り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ で 変 更 さ れ た 値 の 伝
送 レ ー ト な ど の 通 信 パ ラ メ ー タ に し た が い 、 注 目 装 置 と の 通 信 を 行 う 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 な お 、 コ マ ン ド PSL_REQと レ ス ポ ン ス PSL_RESの や り と り （ ネ ゴ シ エ ー シ ョ ン ） に よ れ ば
、 伝 送 レ ー ト 以 外 の 、 例 え ば 、 図 ４ の エ ン コ ー ド 部 １ ６ （ デ コ ー ド 部 １ ４ ） の エ ン コ ー ド
方 式 や 、 変 調 部 １ ９ お よ び 負 荷 変 調 部 ２ ０ （ 復 調 部 １ ３ ） の 変 調 方 式 な ど の 変 更 も 行 う こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ５ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 と の 間 で 送 受 信 す べ き デ
ー タ が あ る か ど う か を 判 定 し 、 な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ お よ び Ｓ １ １ ７
を ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ８ に 進 む 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ５ に お い て 、 注 目 装 置 と の 間 で 送 受 信 す べ き デ ー タ が あ る と 判 定
さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド DEP_REQを 注 目 装 置 に 送
信 す る 。 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 に 送 信 す べ き デ ー タ
が あ る 場 合 に は 、 そ の デ ー タ を 、 コ マ ン ド DEP_REQに 配 置 し て 送 信 す る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 そ し て 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 が 、 コ マ ン ド DEP_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DEP_RESを
送 信 し て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ か ら Ｓ １ １ ７ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス DEP_RE
Sを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ８ に 進 む 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 NFC通 信 装 置 と 注 目 装 置 と の 間 で 、 コ マ ン ド DEP_REQと レ ス ポ ン ス DEP_RE
Sが や り と り さ れ る こ と に よ り 、 い わ ゆ る 実 デ ー タ の 送 受 信 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ８ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 通 信 相 手 を 変 更 す る か ど う か を 判 定 す る 。 ス
テ ッ プ Ｓ １ １ ８ に お い て 、 通 信 相 手 を 変 更 し な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 例 え ば 、 ま だ
、 注 目 装 置 と の 間 で や り と り す る デ ー タ が あ る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に 戻 り 、 以 下 、 同
様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ８ に お い て 、 通 信 相 手 を 変 更 す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 例 え
ば 、 注 目 装 置 と の 間 で や り と り す る デ ー タ は な い が 、 他 の 通 信 相 手 と や り と り す る デ ー タ
が あ る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ９ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド DSL_REQま た は RLS_REQ
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を 注 目 装 置 に 送 信 す る 。 そ し て 、 NFC通 信 装 置 は 、 注 目 装 置 が 、 コ マ ン ド DSL_REQま た は RL
S_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DSL_RESま た は RLS_RESを 送 信 し て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ
１ １ ９ か ら Ｓ １ ２ ０ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス DSL_RESま た は RLS_RESを 受 信 す る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 こ こ で 、 上 述 し た よ う に 、 NFC通 信 装 置 が 、 注 目 装 置 に 対 し て 、 コ マ ン ド DSL_REQま た は
RLS_REQを 送 信 す る こ と に よ り 、 そ の 注 目 装 置 と し て の タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ と し
て の NFC通 信 装 置 と の 通 信 の 対 象 か ら 解 放 さ れ る 。 但 し 、 コ マ ン ド DSL_REQに よ っ て 解 放 さ
れ た タ ー ゲ ッ ト は 、 コ マ ン ド WUP_REQに よ っ て 、 再 び 、 イ ニ シ エ ー タ と 通 信 可 能 な 状 態 と
な る が 、 コ マ ン ド RLS_REQに よ っ て 解 放 さ れ た タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ と の 間 で 、 上
述 し た ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ ー ム と ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム の や り と り が 行 わ
れ な い と 、 イ ニ シ エ ー タ と 通 信 可 能 な 状 態 と な ら な い 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 な お 、 あ る タ ー ゲ ッ ト が 、 イ ニ シ エ ー タ と の 通 信 の 対 象 か ら 解 放 さ れ る ケ ー ス と し て は
、 上 述 の よ う に 、 イ ニ シ エ ー タ か ら タ ー ゲ ッ ト に 対 し て 、 コ マ ン ド DSL_REQま た は RLS_REQ
が 送 信 さ れ る 場 合 の 他 、 例 え ば 、 イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト と が 離 れ す ぎ て 、 近 接 通 信 を
行 う こ と が で き な く な っ た 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 は 、 コ マ ン ド RLS_REQに よ っ て 解 放 さ れ
た タ ー ゲ ッ ト と 同 様 に 、 タ ー ゲ ッ ト と イ ニ シ エ ー タ と の 間 で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ
ー ム と ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム の や り と り が 行 わ れ な い と 、 イ ニ シ エ ー タ と 通 信 可
能 な 状 態 と な ら な い 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 こ こ で 、 以 下 、 適 宜 、 タ ー ゲ ッ ト と イ ニ シ エ ー タ と の 間 で 、 ポ ー リ ン グ リ ク エ ス ト フ レ
ー ム と ポ ー リ ン グ レ ス ポ ン ス フ レ ー ム の や り と り が 行 わ れ な い と 、 イ ニ シ エ ー タ と 通 信 可
能 に な ら な い タ ー ゲ ッ ト の 解 放 を 、 完 全 解 放 と い う 。 ま た 、 イ ニ シ エ ー タ か ら コ マ ン ド WU
P_REQが 送 信 さ れ る こ と に よ っ て 、 再 び 、 イ ニ シ エ ー タ と 通 信 可 能 と な る タ ー ゲ ッ ト の 解
放 を 、 一 時 解 放 と い う 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ の 処 理 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 図 １ ４ の ス
テ ッ プ Ｓ １ ５ で NFCIDを 認 識 し た タ ー ゲ ッ ト す べ て が 完 全 解 放 さ れ た か ど う か を 判 定 す る
。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に お い て 、 NFCIDを 認 識 し た タ ー ゲ ッ ト す べ て が 、 ま だ 完 全 解 放 さ れ
て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 図 １ ８ の ス テ ッ プ Ｓ ９ ９ に 戻 り 、 NFC通 信 装 置 は 、 完 全 解 放
さ れ て い な い タ ー ゲ ッ ト 、 即 ち 、 一 時 解 放 さ れ て い る タ ー ゲ ッ ト の 中 か ら 、 新 た に 注 目 装
置 を 選 択 し 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に お い て 、 NFCIDを 認 識 し た タ ー ゲ ッ ト す べ て が 完 全 解 放 さ れ
た と 判 定 さ れ た 場 合 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 な お 、 図 １ ９ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ と Ｓ １ １ ７ に お い て 、 コ マ ン ド DEP_REQと レ ス ポ ン ス D
EP_RESが や り と り さ れ る こ と に よ り 、 タ ー ゲ ッ ト と イ ニ シ エ ー タ と の 間 で 、 デ ー タ の 送 受
信 （ デ ー タ 交 換 ） が 行 わ れ る が 、 こ の コ マ ン ド DEP_REQと レ ス ポ ン ス DEP_RESの や り と り が
、 １ つ の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ と Ｓ １ １ ７ の 処 理 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ
１ １ ８ ， Ｓ １ １ １ ， Ｓ １ １ ２ ， Ｓ １ １ ３ を 介 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に 戻 る こ と が 可 能 で
あ り 、 通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 タ ー ゲ ッ ト と イ ニ シ エ ー タ と の
間 の 通 信 に 関 す る 伝 送 レ ー ト な ど の 通 信 パ ラ メ ー タ は 、 １ つ の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ご と に 変
更 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ と Ｓ １ １ ３ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト の 間 で 、 コ マ
ン ド PSL_REQと レ ス ポ ン ス PSL_RESを や り と り す る こ と に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ で は 、 通
信 パ ラ メ ー タ の １ つ で あ る イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト の 通 信 モ ー ド を 変 更 す る こ と が 可 能
で あ る 。 従 っ て 、 タ ー ゲ ッ ト と イ ニ シ エ ー タ の 通 信 モ ー ド は 、 １ つ の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ご
と に 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 こ の こ と は 、 タ ー ゲ ッ ト と イ ニ シ エ ー タ の 通 信 モ
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ー ド を 、 １ つ の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 間 は 、 変 更 し て は な ら な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 次 に 、 図 ２ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 １ ５ の ス テ ッ プ Ｓ ３ ９ に お け る パ ッ シ ブ
モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト で あ る NFC通 信 装 置 は 、 図 １ ５ の ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ お よ び Ｓ
３ ８ に お い て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ と の 間 で 、 コ マ ン ド DSL_REQと レ ス ポ ン ス D
SL_RESの や り と り を し て い る の で 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に お い て 、 NFC通 信 装 置 は 、 イ ニ シ エ ー タ か ら コ マ ン ド WUP_R
EQが 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判 定 し 、 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ３ １ に 戻 り 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 の ま ま と さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ か ら コ マ ン ド WUP_REQが 送 信 さ れ て き
た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が コ マ ン ド WUP_REQを 受 信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ
１ ３ ２ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド WUP_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス WUP_RESを 送 信 し 、
ウ エ イ ク ア ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ に 進 む 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド ATR_REQが 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 送 信 さ
れ て き た か ど う か を 判 定 し 、 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ を
ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に 進 む 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド ATR_REQが 送 信 さ れ て
き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が コ マ ン ド ATR_REQを 受 信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ３ ４ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド ATR_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス ATR_RESを 送 信 し
、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に 進 む 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド DSL_REQが 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 送 信 さ
れ て き た か ど う か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド
DSL_REQが 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が コ マ ン ド DSL_REQを 受
信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ６ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド DSL_REQに 対 す る レ ス ポ
ン ス DSL_RESを 送 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に 戻 る 。 こ れ に よ り 、 NFC通 信 装 置 は 、 デ ィ セ レ
ク ト 状 態 と な る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド DSL_REQが 送 信 さ れ て
き て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ７ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド PSL_R
EQが 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判 定 し 、 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定
し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ８ お よ び Ｓ １ ３ ９ を ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に 進 む 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ７ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド PSL_REQが 送 信 さ れ て
き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が コ マ ン ド PSL_REQを 受 信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ３ ８ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド PSL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス PSL_RESを 送 信 し
、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ９ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ９ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 イ ニ シ エ ー タ か ら
の コ マ ン ド PSL_REQに し た が い 、 そ の 通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に 進 む
。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド DEP_REQが 送 信 さ
れ て き た か ど う か を 判 定 し 、 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ １ を
ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ に 進 む 。
【 ０ ２ １ ５ 】
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　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド DEP_REQが 送 信 さ れ て
き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が コ マ ン ド DEP_REQを 受 信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ４ １ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド DEP_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DEP_RESを 送 信 し
、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ に 進 む 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド RSL_REQが 送 信 さ
れ て き た か ど う か を 判 定 し 、 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ に
戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ２ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ か ら 、 コ マ ン ド RSL_REQが 送 信 さ れ て
き た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 NFC通 信 装 置 が コ マ ン ド RSL_REQを 受 信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ４ ３ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 コ マ ン ド RSL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス RSL_RESを 送 信 し
、 こ れ に よ り 、 イ ニ シ エ ー タ と の 通 信 を 完 全 に 終 了 し て 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ は 、 図 １ ６ の ス テ ッ プ Ｓ ６ １ に お け る ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ
ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 の 詳 細 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 な お 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ で 説 明 し た パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 で は 、
イ ニ シ エ ー タ が 電 磁 波 を 出 力 し 続 け て い る が 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ の ア ク テ ィ ブ モ ー ド の
イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 で は 、 イ ニ シ エ ー タ が 、 コ マ ン ド を 送 信 す る 前 に 、 ア ク テ ィ ブ RF
CA処 理 を 行 う こ と に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 コ マ ン ド の 送 信 の 終 了 後 に 、 そ の 電 磁
波 の 出 力 を 停 止 す る 処 理 （ オ フ 処 理 ） を 行 う 。 か か る 点 を 除 け ば 、 図 ２ １ の ア ク テ ィ ブ モ
ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ １ 乃 至 Ｓ １ ６ １ と 図 ２ ２ の ス テ ッ プ
Ｓ １ ７ １ 乃 至 Ｓ １ ８ １ に お い て 、 図 １ ８ の ス テ ッ プ ス テ ッ プ Ｓ ９ １ 乃 至 Ｓ １ ０ １ と 図 １ ９
の ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ 乃 至 Ｓ １ ２ １ に お け る 場 合 と そ れ ぞ れ 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る た め 、 そ
の 説 明 は 、 省 略 す る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ ３ は 、 図 １ ７ の ス テ ッ プ Ｓ ７ ９ に お け る ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通
信 処 理 の 詳 細 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 な お 、 図 ２ ０ で 説 明 し た パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 で は 、 タ ー ゲ ッ ト が 、
イ ニ シ エ ー タ が 出 力 し て い る 電 磁 波 を 負 荷 変 調 す る こ と に よ っ て デ ー タ を 送 信 す る が 、 図
２ ３ の ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 で は 、 タ ー ゲ ッ ト が 、 コ マ ン ド を 送 信 す
る 前 に 、 ア ク テ ィ ブ RFCA処 理 を 行 う こ と に よ っ て 電 磁 波 の 出 力 を 開 始 し 、 コ マ ン ド の 送 信
の 終 了 後 に 、 そ の 電 磁 波 の 出 力 を 停 止 す る 処 理 （ オ フ 処 理 ） を 行 う 。 か か る 点 を 除 け ば 、
図 ２ ３ の ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ １ 乃 至 Ｓ ２ ０ ３
に お い て 、 図 ２ ０ の ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ 乃 至 Ｓ １ ４ ３ に お け る 場 合 と そ れ ぞ れ 同 様 の 処 理 が
行 わ れ る た め 、 そ の 説 明 は 、 省 略 す る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 次 に 、 NFC通 信 装 置 の 通 信 で は 、 例 え ば 、 NFCIP(Near Field Communication Interface 
and Protocol)-1と 呼 ば れ る 通 信 プ ロ ト コ ル が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 図 ２ ４ 乃 至 図 ２ ９ は 、 NFC通 信 装 置 に よ る 通 信 で 採 用 さ れ る NFCIP-1の 詳 細 を 説 明 す る 図
で あ る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 即 ち 、 図 ２ ４ は 、 NFCIP-1に よ る 通 信 を 行 う NFC通 信 装 置 が 行 う 一 般 的 な 初 期 化 と SDDの
処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ と な る NFC通 信 装 置 は 、 初 期 RFC
A処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ で は 、 イ ニ シ エ ー タ と な る NFC
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通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ の 初 期 RFCA処 理 に よ り 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 検 出 し た か ど う
か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に お い て 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 検 出 し た と 判 定 さ れ た 場 合
、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 イ ニ シ エ ー タ と な
る NFC通 信 装 置 は 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 検 出 し て い る 間 は 、 そ の Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 形 成 し て
い る 他 の NFC通 信 装 置 に よ る 通 信 の 妨 げ と な ら な い よ う に 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 形 成 し な い
。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に お い て 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 検 出 し て い な い と 判 定 さ れ た 場 合
、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ に 進 み 、 NFC通 信 装 置 は 、 イ ニ シ エ ー タ と な っ て 、 通 信 モ ー ド と 伝 送
レ ー ト の 選 択 等 を 行 う 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 即 ち 、 パ ッ シ ブ モ ー ド の 通 信 を 行 う 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ か ら 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ を
構 成 す る ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ － １ と Ｓ ３ ０ ３ － ２ の う ち の ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ － １ に 進 み 、 NF
C通 信 装 置 は 、 イ ニ シ エ ー タ と な っ て 、 通 信 モ ー ド を パ ッ シ ブ モ ー ド に 移 行 さ せ 、 伝 送 レ
ー ト を 選 択 す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ － １ で は 、 イ ニ シ エ ー タ と な っ た NFC通 信 装
置 は 、 初 期 化 と SDD処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ を 構 成 す る ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ － １ と Ｓ
３ ０ ４ － ２ の う ち の ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ － １ に 進 む 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ － １ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 パ ッ シ ブ モ ー ド で ア ク テ ィ ベ ー シ ョ ン （
活 性 化 ） （ 起 動 ） し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ に 進 む 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 一 方 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の 通 信 を 行 う 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ か ら 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３
を 構 成 す る ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ － １ と Ｓ ３ ０ ３ － ２ の う ち の ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ － ２ に 進 み 、
NFC通 信 装 置 は 、 イ ニ シ エ ー タ と な っ て 、 通 信 モ ー ド を ア ク テ ィ ブ モ ー ド に 移 行 さ せ 、 伝
送 レ ー ト を 選 択 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ を 構 成 す る ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ － １ と Ｓ ３ ０ ４ － ２ の
う ち の ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ － ２ に 進 む 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ － ２ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド で ア ク テ ィ ベ ー シ ョ ン
し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ に 進 む 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 通 信 に 必 要 な 通 信 パ ラ メ ー タ を 選 択 し 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ０ ６ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ６ で は 、 NFC通 信 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ で 選 択
し た 通 信 パ ラ メ ー タ に し た が っ て 、 デ ー タ 交 換 プ ロ ト コ ル に よ る デ ー タ 交 換 （ 通 信 ） を 行
い 、 そ の デ ー タ 交 換 の 終 了 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ７ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ７ で は 、 NFC通
信 装 置 は 、 デ ィ ア ク テ ィ ベ ー シ ョ ン （ 非 活 性 化 ） し 、 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 終 了 す る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 な お 、 NFC通 信 装 置 は 、 例 え ば 、 デ フ ォ ル ト で 、 タ ー ゲ ッ ト と な る よ う に 設 定 す る こ と
が で き 、 タ ー ゲ ッ ト に 設 定 さ れ て い る NFC通 信 装 置 は 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 形 成 す る こ と は
せ ず 、 イ ニ シ エ ー タ か ら コ マ ン ド が 送 信 さ れ て く る ま で （ イ ニ シ エ ー タ が Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド
を 形 成 す る ま で ） 、 待 ち 状 態 と な る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 ま た 、 NFC通 信 装 置 は 、 例 え ば 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら の 要 求 に 応 じ て 、 イ ニ シ エ ー タ
と な る こ と が で き る 。 さ ら に 、 例 え ば 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン で は 、 通 信 モ ー ド を ア ク テ ィ ブ
モ ー ド ま た は パ ッ シ ブ モ ー ド の う ち の い ず れ に す る か や 、 伝 送 レ ー ト を 選 択 （ 決 定 ） す る
こ と が で き る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 ま た 、 イ ニ シ エ ー タ と な っ た NFC通 信 装 置 は 、 外 部 に Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド が 形 成 さ れ て い な
け れ ば 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 形 成 し 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ に よ っ て 形 成 さ れ た Ｒ Ｆ
フ ィ ー ル ド に よ っ て 活 性 化 す る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
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　 そ の 後 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 選 択 さ れ た 通 信 モ ー ド と 伝 送 レ ー ト で 、 コ マ ン ド を 送 信 し 、
タ ー ゲ ッ ト は 、 イ ニ シ エ ー タ と 同 一 の 通 信 モ ー ド と 伝 送 レ ー ト で 、 レ ス ポ ン ス を 返 す （ 送
信 す る ） 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ ５ は 、 イ ニ シ エ ー タ と な っ た NFC通 信 装 置 が 行 う 初 期 化 と SDDを 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ １ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 自 身 が 形 成 し た Ｒ Ｆ フ ィ ー
ル ド 内 に 存 在 す る タ ー ゲ ッ ト を 調 査 す る た め の コ マ ン ド SENS_REQを 送 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３
１ ２ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ２ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 自 身 が 形 成 し た Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド 内
に 存 在 す る タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る 、 コ マ ン ド SENS_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス SENS_R
ESを 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ３ に 進 む 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ３ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ２ で 受 信 し た タ ー ゲ ッ ト か ら
の レ ス ポ ン ス SENS_RESの 内 容 を 確 認 す る 。 即 ち 、 レ ス ポ ン ス SENS_RESは 、 NFCID1サ イ ズ ビ
ッ ト フ レ ー ム (NFCID1 size bit frame)や ビ ッ ト フ レ ー ム SDDの 情 報 な ど を 含 ん で お り 、 ス
テ ッ プ Ｓ ３ １ ３ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 そ れ ら の 情 報 の 内 容 を 確 認 す る 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ３ か ら Ｓ ３ １ ４ に 進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 カ ス ケ ー ド （ 転 送 ）
レ ベ ル １ (cascade level 1)を 選 択 し 、 SDDを 実 行 す る 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ４ で は 、 イ
ニ シ エ ー タ は 、 SDDを 要 求 す る コ マ ン ド SDD_REQを 送 信 し 、 さ ら に 、 あ る タ ー ゲ ッ ト の 選 択
を 要 求 す る コ マ ン ド SEL_REQを 送 信 す る 。 な お 、 コ マ ン ド SEL_REQに は 、 現 在 の カ ス ケ ー ド
レ ベ ル を 表 す 情 報 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト か ら 、 コ マ ン ド SEL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス SEL_R
ESが 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 そ の レ ス ポ ン ス SEL_RESを 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ５ か
ら Ｓ ３ １ ６ に 進 む 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 こ こ で 、 レ ス ポ ン ス SEL_RESに は 、 タ ー ゲ ッ ト が NFCIP-1に よ る 通 信 を 終 了 し な い 旨 の 情
報 、 タ ー ゲ ッ ト が NFCト ラ ン ス ポ ー ト プ ロ ト コ ル に 対 応 し て お り 、 NFCIP-1に よ る 通 信 を 終
了 す る 旨 の 情 報 、 ま た は タ ー ゲ ッ ト が NFCト ラ ン ス ポ ー ト プ ロ ト コ ル に 対 応 し て お ら ず 、 N
FCIP-1に よ る 通 信 を 終 了 す る 旨 の 情 報 の う ち の い ず れ か が 含 ま れ る 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ６ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト か ら 受 信 し た レ ス ポ ン ス SEL_RES
の 内 容 を 確 認 し 、 レ ス ポ ン ス SEL_RESに 、 タ ー ゲ ッ ト が NFCIP-1に よ る 通 信 を 終 了 し な い 旨
の 情 報 、 タ ー ゲ ッ ト が NFCト ラ ン ス ポ ー ト プ ロ ト コ ル に 対 応 し て お り 、 NFCIP-1に よ る 通 信
を 終 了 す る 旨 の 情 報 、 ま た は タ ー ゲ ッ ト が NFCト ラ ン ス ポ ー ト プ ロ ト コ ル に 対 応 し て お ら
ず 、 NFCIP-1に よ る 通 信 を 終 了 す る 旨 の 情 報 の う ち の い ず れ が 含 ま れ て い る か を 判 定 す る
。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ６ に お い て 、 レ ス ポ ン ス SEL_RESに 、 タ ー ゲ ッ ト が NFCIP-1に よ る 通 信 を
終 了 し な い 旨 の 情 報 が 含 ま れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ７ に 進 み 、 イ ニ シ
エ ー タ は 、 カ ス ケ ー ド レ ベ ル を 現 在 の 値 か ら 増 加 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ １ ７ か ら Ｓ ３ １ ５ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ６ に お い て 、 レ ス ポ ン ス SEL_RESに 、 タ ー ゲ ッ ト が NFCト ラ ン ス ポ
ー ト プ ロ ト コ ル に 対 応 し て お り 、 NFCIP-1に よ る 通 信 を 終 了 す る 旨 の 情 報 が 含 ま れ て い る
と 判 定 さ れ た 場 合 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 NFCIP-1に よ る 通 信 を 終 了 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ９ に
進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ９ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド ATR_REQを 送 信 し 、 以 下 、 イ ニ
シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト と の 間 で 、 図 １ ２ に 示 し た コ マ ン ド と レ ス ポ ン ス と を 用 い た 通 信 が
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行 わ れ る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ６ に お い て 、 レ ス ポ ン ス SEL_RESに 、 タ ー ゲ ッ ト が NFCト ラ ン ス ポ
ー ト プ ロ ト コ ル に 対 応 し て お ら ず 、 NFCIP-1に よ る 通 信 を 終 了 す る 旨 の 情 報 が 含 ま れ て い
る と 判 定 さ れ た 場 合 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 NFCIP-1に よ る 通 信 を 終 了 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ８
に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ８ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト と の 間 で 、 独 自 コ マ ン ド や
独 自 プ ロ ト コ ル に よ る 通 信 を 行 う 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ ６ は 、 イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト が ア ク テ ィ ブ モ ー ド で 行 う 初 期 化 を 説 明 す
る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 イ ニ シ エ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ １ に お い て 、 初 期 RFCA処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ２
に 進 み 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 形 成 す る （ Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を オ ン に す る ） 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ
Ｓ ３ ３ ２ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド (Request)を 送 信 し 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド の 形 成 を
停 止 す る （ Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を オ フ に す る ） 。 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ２ で は 、 イ ニ シ エ ー
タ は 、 例 え ば 、 伝 送 レ ー ト を 選 択 し 、 そ の 伝 送 レ ー ト で 、 コ マ ン ド ATR_REQを 送 信 す る 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 一 方 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ３ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ が ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ２ で
形 成 し た Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を 検 知 し 、 さ ら に 、 イ ニ シ エ ー タ が 送 信 し て く る コ マ ン ド を 受 信
し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ４ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ４ で は 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 レ ス ポ ン ス RFCA
処 理 を 行 い 、 イ ニ シ エ ー タ が 形 成 し た Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド が オ フ に さ れ る の を 待 っ て 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ ３ ５ に 進 み 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を オ ン に す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ５ で は 、 タ ー
ゲ ッ ト は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ３ で 受 信 し た コ マ ン ド に 対 す る レ ス ポ ン ス を 送 信 し 、 Ｒ Ｆ フ ィ
ー ル ド を オ フ に す る 。 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ５ で は 、 タ ー ゲ ッ ト は 、 例 え ば 、 イ ニ シ エ
ー タ か ら 送 信 さ れ て く る コ マ ン ド ATR_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス ATR_RESを 、 コ マ ン ド ATR_RE
Qと 同 一 の 伝 送 レ ー ト で 送 信 す る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 タ ー ゲ ッ ト が ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ５ で 送 信 し た レ ス ポ ン ス は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ６ に お い て 、
イ ニ シ エ ー タ に よ っ て 受 信 さ れ る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ６ か ら Ｓ ３ ３ ７ に 進 み 、 イ ニ
シ エ ー タ は 、 レ ス ポ ン ス RFCA処 理 を 行 い 、 タ ー ゲ ッ ト が 形 成 し た Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド が オ フ に
さ れ る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ７ に 進 み 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を オ ン に す る 。 さ ら に 、 ス
テ ッ プ Ｓ ３ ３ ７ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド を 送 信 し 、 Ｒ Ｆ フ ィ ー ル ド を オ フ に す る
。 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ７ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 例 え ば 、 通 信 パ ラ メ ー タ を 変 更 す る
た め に 、 コ マ ン ド PSL_REQを 送 信 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ７ で は 、 イ ニ
シ エ ー タ は 、 例 え ば 、 コ マ ン ド DEP_REQを 送 信 し て 、 デ ー タ 交 換 プ ロ ト コ ル に よ る デ ー タ
交 換 を 開 始 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 イ ニ シ エ ー タ が ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ７ で 送 信 し た コ マ ン ド は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ８ に お い て 、
タ ー ゲ ッ ト に よ っ て 受 信 さ れ 、 以 下 、 同 様 に し て 、 イ ニ シ エ ー タ と タ ー ゲ ッ ト と の 間 で 通
信 が 行 わ れ る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 次 に 、 図 ２ ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 パ ッ シ ブ モ ー ド に お け る ア ク テ ィ ベ ー シ ョ
ン プ ロ ト コ ル を 説 明 す る 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ １ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 初 期 RFCA処 理 を 行 い 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ５ ２ に 進 み 、 通 信 モ ー ド を パ ッ シ ブ モ ー ド と す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ３ に
進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 初 期 化 と SDDを 行 っ て 、 伝 送 レ ー ト を 選 択 す る 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ４ に 進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト に 属 性 を 要 求 す る か ど
う か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ４ に お い て 、 タ ー ゲ ッ ト に 属 性 を 要 求 し な い と 判 定 さ れ
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た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ５ に 進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト と の 通 信 を 、 独 自 プ ロ ト
コ ル に し た が っ て 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ４ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ４ に お い て 、 タ ー ゲ ッ ト に 属 性 を 要 求 す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス
テ ッ プ Ｓ ３ ５ ６ に 進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド ATR_REQを 送 信 し 、 こ れ に よ り 、 タ ー
ゲ ッ ト に 属 性 を 要 求 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト か ら コ マ ン ド ATR_REQに
対 す る レ ス ポ ン ス ATR_RESが 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ７ に 進 み 、 そ の
レ ス ポ ン ス ATR_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ８ に 進 む 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ８ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ７ で タ ー ゲ ッ ト か ら 受 信 し た
レ ス ポ ン ス ATR_RESに 基 づ き 、 通 信 パ ラ メ ー タ 、 即 ち 、 例 え ば 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ
と が で き る か ど う か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ８ に お い て 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ と
が で き な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ９ 乃 至 Ｓ ３ ６ １ を ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ
Ｓ ３ ６ ２ に 進 む 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ８ に お い て 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ と が で き る と 判 定 さ れ た 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ９ に 進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド PSL_REQを 送 信 し 、 こ れ に よ り
、 タ ー ゲ ッ ト に 伝 送 レ ー ト の 変 更 を 要 求 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド PSL_RE
Qに 対 す る レ ス ポ ン ス PSL_RESが タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３
５ ９ か ら Ｓ ３ ６ ０ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス PSL_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ １ に 進 む
。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ １ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ０ で 受 信 し た レ ス ポ ン ス PSL_
RESに し た が い 、 通 信 パ ラ メ ー タ 、 即 ち 、 例 え ば 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６
２ に 進 む 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ２ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 デ ー タ 交 換 プ ロ ト コ ル に し た が い 、 タ ー ゲ ッ
ト と の 間 で デ ー タ 交 換 を 行 い 、 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ３ ま た は Ｓ ３ ６ ５
に 進 む 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 即 ち 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト を デ ィ セ レ ク ト 状 態 に す る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ２
か ら Ｓ ３ ６ ３ に 進 み 、 コ マ ン ド DSL_REQを 送 信 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド D
SL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DSL_RESが タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ ６ ３ か ら Ｓ ３ ６ ４ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス DSL_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ４
に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 一 方 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト と の 通 信 を 完 全 に 終 了 す る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ２
か ら Ｓ ３ ６ ５ に 進 み 、 コ マ ン ド RLS_REQを 送 信 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド R
LS_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス RLS_RESが タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ ６ ５ か ら Ｓ ３ ６ ６ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス RLS_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ １
に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 ア ク テ ィ ブ モ ー ド に お け る ア ク テ ィ ベ ー シ
ョ ン プ ロ ト コ ル を 説 明 す る 。
【 ０ ２ ６ １ 】
　 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ １ に お い て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 初 期 RFCA処 理 を 行 い 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ７ ２ に 進 み 、 通 信 モ ー ド を ア ク テ ィ ブ モ ー ド と す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ３
に 進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド ATR_REQを 送 信 し 、 こ れ に よ り 、 タ ー ゲ ッ ト に 属 性 を
要 求 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト か ら コ マ ン ド ATR_REQに 対 す る レ ス ポ ン
ス ATR_RESが 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ４ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス ATR_R
ESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ５ に 進 む 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ５ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ４ で タ ー ゲ ッ ト か ら 受 信 し た
レ ス ポ ン ス ATR_RESに 基 づ き 、 通 信 パ ラ メ ー タ 、 即 ち 、 例 え ば 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ
と が で き る か ど う か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ５ に お い て 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ と
が で き な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ６ 乃 至 Ｓ ３ ７ ８ を ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ
Ｓ ３ ７ ９ に 進 む 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ５ に お い て 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 す る こ と が で き る と 判 定 さ れ た 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ６ に 進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド PSL_REQを 送 信 し 、 こ れ に よ り
、 タ ー ゲ ッ ト に 伝 送 レ ー ト の 変 更 を 要 求 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド PSL_RE
Qに 対 す る レ ス ポ ン ス PSL_RESが タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３
７ ６ か ら Ｓ ３ ７ ７ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス PSL_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ８ に 進 む
。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ８ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ７ で 受 信 し た レ ス ポ ン ス PSL_
RESに し た が い 、 通 信 パ ラ メ ー タ 、 即 ち 、 例 え ば 、 伝 送 レ ー ト を 変 更 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７
９ に 進 む 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ９ で は 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 デ ー タ 交 換 プ ロ ト コ ル に し た が い 、 タ ー ゲ ッ
ト と の 間 で デ ー タ 交 換 を 行 い 、 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ ま た は Ｓ ３ ８ ４
に 進 む 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 即 ち 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 い ま 通 信 を 行 っ て い る タ ー ゲ ッ ト を デ ィ セ レ ク ト 状 態 に し 、 既
に デ ィ セ レ ク ト 状 態 に な っ て い る タ ー ゲ ッ ト の う ち の い ず れ か を ウ エ イ ク ア ッ プ さ せ る 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ９ か ら Ｓ ３ ８ ０ に 進 み 、 コ マ ン ド DSL_REQを 送 信 す る 。 そ し て 、 イ ニ
シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド DSL_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス DSL_RESが タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く
る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ か ら Ｓ ３ ８ １ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス DSL_RESを 受 信 す
る 。 こ こ で 、 レ ス ポ ン ス DSL_RESを 送 信 し て き た タ ー ゲ ッ ト は 、 デ ィ セ レ ク ト 状 態 に な る
。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ か ら Ｓ ３ ８ ２ に 進 み 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド WUP_REQを
送 信 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド WUP_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス WUP_RESが タ ー
ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ か ら Ｓ ３ ８ ３ に 進 み 、 そ の レ ス
ポ ン ス WUP_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ５ に 戻 る 。 こ こ で 、 レ ス ポ ン ス WUP_RESを 送 信
し て き た タ ー ゲ ッ ト は ウ エ イ ク ア ッ プ し 、 そ の ウ エ イ ク ア ッ プ し た タ ー ゲ ッ ト が 、 イ ニ シ
エ ー タ が そ の 後 に 行 う ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ５ 以 降 の 処 理 の 対 象 と な る 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 一 方 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト と の 通 信 を 完 全 に 終 了 す る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ９
か ら Ｓ ３ ８ ４ に 進 み 、 コ マ ン ド RLS_REQを 送 信 す る 。 そ し て 、 イ ニ シ エ ー タ は 、 コ マ ン ド R
LS_REQに 対 す る レ ス ポ ン ス RLS_RESが タ ー ゲ ッ ト か ら 送 信 さ れ て く る の を 待 っ て 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ ８ ４ か ら Ｓ ３ ８ ５ に 進 み 、 そ の レ ス ポ ン ス RLS_RESを 受 信 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ １
に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ ９ は 、 NFCIP-1で 使 用 さ れ る NFCIP-1プ ロ ト コ ル コ マ ン ド と 、 そ の コ マ ン ド に
対 す る レ ス ポ ン ス と を 示 し て い る 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 な お 、 図 ２ ９ に 示 し た コ マ ン ド お よ び レ ス ポ ン ス は 、 図 １ ２ に 示 し た コ マ ン ド お よ び レ
ス ポ ン ス と 同 一 で あ る 。 但 し 、 図 １ ２ で は 、 コ マ ン ド お よ び レ ス ポ ン ス の ニ ー モ ニ ッ ク （
名 称 ） (Mnemonic)だ け を 示 し た が 、 図 ２ ９ で は 、 ニ ー モ ニ ッ ク の 他 、 コ マ ン ド の 定 義 (Def
initions)も 示 し て あ る 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 コ マ ン ド ATR_REQ， WUP_REQ ， PSL_REQ， DEP_REQ， DSL_REQ， RLS_REQは 、 イ ニ シ エ ー タ
が 送 信 し 、 レ ス ポ ン ス ATR_REQ， WUP_RES ， PSL_RES， DEP_RES， DSL_RES， RLS_RESは 、 タ
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ー ゲ ッ ト が 送 信 す る 。
【 ０ ２ ７ １ 】
　 但 し 、 コ マ ン ド WUP_REQは 、 イ ニ シ エ ー タ が ア ク テ ィ ブ モ ー ド 時 に の み 送 信 し 、 レ ス ポ
ン ス WUP_RESは 、 タ ー ゲ ッ ト が ア ク テ ィ ブ モ ー ド 時 に の み 送 信 す る 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 NFC通 信 装 置 が 行 う 処 理 を 説 明 す る 処 理 ス テ ッ プ は 、 必 ず し
も フ ロ ー チ ャ ー ト と し て 記 載 さ れ た 順 序 に 沿 っ て 時 系 列 に 処 理 す る 必 要 は な く 、 並 列 的 あ
る い は 個 別 に 実 行 さ れ る 処 理 （ 例 え ば 、 並 列 処 理 あ る い は オ ブ ジ ェ ク ト に よ る 処 理 ） も 含
む も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ７ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 通 信 シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 パ ッ シ ブ モ ー ド を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ア ク テ ィ ブ モ ー ド を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 NFC通 信 装 置 １ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 復 調 部 １ ３ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 変 調 部 １ ９ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 復 調 部 １ ３ の 他 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 復 調 部 １ ３ の さ ら に 他 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 初 期 RFCA処 理 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ア ク テ ィ ブ RFCA処 理 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 SDD処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 コ マ ン ド と レ ス ポ ン ス の 一 覧 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 NFC通 信 装 置 の 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ５ 】 パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ６ 】 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ７ 】 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ 】 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ９ 】 パ ッ シ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 パ ッ シ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ １ 】 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の イ ニ シ エ ー タ の 通 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 ア ク テ ィ ブ モ ー ド の タ ー ゲ ッ ト の 通 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 NFC通 信 装 置 が 行 う 一 般 的 な 初 期 化 と SDDを 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ２ ５ 】 イ ニ シ エ ー タ が 行 う 初 期 化 と SDDを 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 ア ク テ ィ ブ モ ー ド に お け る 初 期 化 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ２ ７ 】 パ ッ シ ブ モ ー ド に お け る ア ク テ ィ ベ ー シ ョ ン プ ロ ト コ ル を 説 明 す る た め の フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 ア ク テ ィ ブ モ ー ド に お け る ア ク テ ィ ベ ー シ ョ ン プ ロ ト コ ル を 説 明 す る た め の フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 NFCIP-1プ ロ ト コ ル コ マ ン ド と そ の コ マ ン ド に 対 す る レ ス ポ ン ス を 示 す 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ７ ４ 】
　 １ 乃 至 ３ 　 NFC通 信 装 置 ， 　 １ １ 　 ア ン テ ナ ， 　 １ ２ 　 受 信 部 ， 　 １ ３ 　 復 調 部 ， 　 １
４ 　 デ コ ー ド 部 ， 　 １ ５ 　 デ ー タ 処 理 部 ， 　 １ ６ 　 エ ン コ ー ド 部 ， 　 １ ７ 　 選 択 部 ， 　 １
８ 　 電 磁 波 出 力 部 ， 　 １ ９ 　 変 調 部 ， 　 ２ ０ 　 負 荷 変 調 部 ， 　 ２ １ 　 制 御 部 ， 　 ２ ２ 　 電
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源 部 ， 　 ３ １ 　 選 択 部 ， 　 ３ ２ 1 乃 至 ３ ２ N 　 復 調 部 ， 　 ３ ３ ， ４ １ 　 選 択 部 ， 　 ４ ２ 1 乃
至 ４ ２ N 　 変 調 部 ， 　 ４ ３ 　 選 択 部 ， 　 ５ １ 　 可 変 レ ー ト 復 調 部 ， 　 ５ ２ 　 レ ー ト 検 出 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(33) JP 2005-218127 A 2005.8.11



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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